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予算審査特別委員会レポート

８人が質問

11町議会議員選挙の公費負担が拡大　など

特集

新型コロナウイルスワクチンの安心で円滑な接種を  など

春の桜はやっぱり良いワン！

春の桜はやっぱり良いワン！



大震災より１０年  新たなステージへ令和３年度　一般会計は

65億円で ス タ ー ト

特　　集　－議題の核心に迫る－

３ 月
会 議

　令和３年定例会３月会議を３月１日から15日までの会期で開催しました。
令和３年度当初予算は、新型コロナウイルスワクチンの早期接種と感染拡大防止を最優先
に取り組むとともに、「心かよう健幸のまちづくり」に向けた編成となっております。
また、令和２年度補正予算や条例の一部改正34件の議案を審議し、いずれも原案のとおり
可決しました。
　一般質問は８人の議員が、それぞれ町の考えを問いただしました。

避難所開設マニュアル動画作成業務委託料　３７万円

　迅速かつ円滑に避難所を、設営、運営できる体制を整えるものです。

東北大学災害科学研究拠点連携事業　３２万円

　行政と学術の連携による安全で安心して暮らせる町づくりを推進するものです。

① 「安全・安心の充実」

　長須賀多目的広場の除草、

潅水などを行うものです。

長須賀多目的広場管理事業　９４９万円

かんすい

スクールソーシャルワーカー事業　３７４万円

　不登校、ネグレクト、虐待などさまざまな問題を抱える児童生徒および保護
者に対し、スクールソーシャルワーカー事業を導入するものです。

グローバル人材育成事業　２２５０万円

　国際的なコミュニケーション力を強化するため、グローバル人材育成プログ
ラムとして、乳幼児や園児、小中学生などを対象として、英語力の向上や異
文化の体験学習などに取り組むものです。

② 「人材の育成」

小学校・地区民合同大運動会　１０２万円

　３つの小学校を会場とした、小学校と地区民合同の大運動会を行うものです。
広場内の管理棟
　　　と大型遊具

③ しちがはま議会だより　第147号　令和3年4月28日発行 しちがはま議会だより　第147号　令和3年4月28日発行 ②

　「まちづくり戦略ステップアップ２０２１」の６つの政策軸にあわせ、
令和３年度事業の紹介をします。
（一般会計予算の詳細は｢広報しちがはま｣をご覧ください）

けんこう

　七ヶ浜国際村において、芸術文化の創造・

国際交流の増進に関する事業を行うものです。

芸術文化創造事業　２０００万円

コロナ対策を万全に、イベント開催を。



震災伝承パネル製作委託料
　　　　　　　　　　　　　　２０８万円

　震災の記憶を風化させないよう、震災の経験
や教訓を後世に伝える活動を行うものです。

七ヶ浜アロープログラム
　　　　　　　　　　　２３８万円

　スポーツダーツを活用した地域活動と、世代間
交流の活性化と新しいコミュニティーの創出に向
けた事業を実施するものです。

④ 「地域の再構築」

津波フラッグ購入代
　　　　　　　　　　２７万円

地場産品を活用した
　　　　 健康増進事業　１１０万円

　町の地場産品等および健康増進レシピを活用
した健康増進事業を推進するものです。

産業の６次化推進事業
　　　　　　　　　　　２００万円

　地域ブランドになりうる、新たな水産資源の種
苗および育成調査研究を行うものです。

⑥ 「地場産業の新たな展開の模索」

公共交通ネットワーク形成事業　７９３０万円

⑤ 「地域公共交通の継続と充実」

子ども家庭総合支援拠点事業
　　　　　　　　　　　　　　３１８万円

　専門職による妊娠・出産、育児に関する個別
相談・情報提供のほか、要保護・要支援児童等
や虐待への対応は関係機関と連携した支援を
行うものです。

③ 「攻めの福祉へ」

高齢者福祉充実事業
　　　　　　　　　２２１３万円

　敬老会事業、シルバー人材センター助成事業、
緊急通報システム事業、はいかい高齢者ＳＯＳ
ネットワークシステム事業、老人クラブ助成事業
を行うものです。

健康づくり講演会講師派遣
　　　　　　　　　等委託料　３６万円

　町民の健康寿命の延伸につながる「健康づくり
講演会」を行うものです。

子育て世代包括支援センター事業
　　　　　　　　　　　　　　　　 ７４万円

　町子育て支援センターを拠点として、子育てに
関する相談や情報提供等を行うものです。

気象庁ホームページから

　津波注意報や警報が発令された際、視覚的
に伝達する手段として、沿岸部の自主防災会
に津波の発生を知らせる「津波フラッグ」を整備
するものです。

　「七ヶ浜町水道事業施設更新計画」と「七ヶ浜町水道

ビジョン」に基づき、君ヶ岡配水池タンクおよび設備機器

の更新工事、老朽管更新工事を行うものです。

上水道維持整備事業

　　君ヶ岡配水池更新工事等

　　　　　　　　　　　　　　２億４８３２万円

　町民の足として、七ヶ浜町民バス「ぐるりんこ」と「多賀城東部線」を運行するものです。また、高齢
運転者による事故防止に向けた取り組みとして65歳以上の方を対象に運転経歴証明書提示で１
年間運転を無料とするほか、七ヶ浜町民バス「ぐるりんこ」の利用促進のため、中学校卒業時にお試
し乗車券を配布するものです。

特　　集　－議題の核心に迫る－

⑤ しちがはま議会だより　第147号　令和3年4月28日発行 しちがはま議会だより　第147号　令和3年4月28日発行 ④

七ヶ浜国際村に設置されるダーツマシン　新たに育成実験が始まるトリガイ

安全安心な水を供給する君ヶ岡配水池



予 算
審 査

問　
地
区
の
定
義
や
区
割
り
は
示
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答　
総
務
課
長　
行
政
区
は
15
地
区
で
、

定
義
や
区
割
り
は
早
期
に
検
証
し
た
い
。

問　
区
長
の
指
導
や
実
績
評
価
は
。

答　
検
証
は
必
要
で
あ
る
。今
年
は
コ
ロ

ナ
禍
で
で
き
な
か
っ
た
の
で
、新
年
度
は

取
り
組
み
た
い
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
研
修
が
で
き
な

い
と
思
う
が
。

答　

総
務
課
長　
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
活
用
し

研
修
を
行
い
、東
北
大
の
富
田
教
授
も
講

義
を
行
う
。

安倍　敏彦仁田　秀和
副 委 員 長 委 員 長

予算審査特別委員会レポート

　令和３年度の各種会計予算審査は、特別
委員会を設置して３月１日から15日までの日
程で行いました。
　課ごとに説明を受けたあと、質疑・応答に
より慎重に審査しました。その後、討論・採決
の結果、全会計の予算を可決しました。主な
内容を要約してお知らせします。（金額は千の位
で四捨五入しています）

自
治
振
興
（
区
長
会
）事
業
は

　
　
　
　
　
　

（
１
５
４
３
万
円
）

職
員
研
修
事
業
は

　
　
　
　

 

（
２
９
２
万
円
）

どのように使うのか 各課審査で質疑応答

問　
は
い
か
い
高
齢
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
事
業
で
家
族
や
見
守
り

体
制
の
考
え
方
は
。

答　
長
寿
社
会
課
長　
対
応
は
重
要
で

連
携
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
展
開
し
た
い
。は

い
か
い
原
因
に
は
、高
齢
者
虐
待
も
考
え

ら
れ
る
の
で
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
の
方

で
情
報
を
得
た
い
。

問　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
警
備
会
社

と
の
契
約
の
考
え
や
当
事
者
の
立
場
に

立
っ
た
周
知
を
し
て
は
ど
う
か
。

答　
本
町
で
は
社
協
会
員
を
指
名
し
て

い
る
。周
知
は
主
に
広
報
や
民
生
委
員
か

ら
行
っ
て
い
る
が
、分
か
り
や
す
さ
も
含

め
、周
知
方
法
を
見
直
し
た
い
。

高
齢
者
福
祉
充
実
事
業
は

　
　
　

 

（
２
２
１
３
万
円
）

　
　
　
　
　
　

問　

食
育
推
進
に
は
食
品
ロ
ス
削
減
の

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
る
べ
き

で
は
。

答　
健
康
福
祉
課
長　
食
育
推
進
基
本

法
で
も
食
品
ロ
ス
削
減
を
重
視
し
て
い

る
。Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
周

知
し
た
い
。

食
育
推
進
事
業
は

　
　
　
　
　
　

（
61
万
円
）

問　
震
災
被
災
者
こ
こ
ろ
の
支
援
事
業

は
、町
単
独
で
も
継
続
が
必
要
で
は
。

答　
健
康
福
祉
課
長　
震
災
関
連
の
相

談
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。補

助
金
が
つ
か
な
く
て
も
マ
ン
パ
ワ
ー
を

持
っ
て
継
続
す
る
。

精
神
保
健
事
業
は

　
　
　
　
　
　

（
13
万
円
）

健　

康　

福　

祉　

課

問　

七
ヶ
浜
中
学
校
に
隣
接
す
る
仙
台

火
力
の
貯
水
池
跡
は
草
が
生
い
茂
っ
て
い

る
が
、ど
う
す
る
の
か
。

答　
財
政
課
長　
現
在
教
育
財
産
で
あ

る
が
、令
和
３
年
度
か
ら
消
防
団
の
訓
練

な
ど
防
災
対
策
に
使
い
た
い
。

町
有
財
産
環
境
整
備
は

　
　
　
　

 

（
６
７
０
万
円
）

問　
リ
ー
ス
内
容
は
。

答　
財
政
課
長　
中
型
バ
ス
を
廃
止
す

る
予
定
で
、学
校
等
人
数
が
多
い
と
き
に

使
い
た
い
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
リ
ー
ス
は

　
　
　
　

 

（
１
４
１
万
円
）

産
婦
健
康
診
査
等
事
業
は

　
　
　
　

 

（
５
８
１
万
円
）

問　

事
業
内
容
や
周
知
方
法
は
。ま
た
、

県
外
で
受
診
さ
れ
た
場
合
の
対
応
は
。

答　
子
ど
も
未
来
課
長　
検
診
項
目
は

従
来
通
り
で
、医
師
会
か
ら
指
定
医
療

機
に
周
知
さ
れ
、手
続
き
は
償
還
払
い

で
先
に
立
て
替
え
て
も
ら
う
。ま
た
、里

帰
り
な
ど
県
外
受
診
の
場
合
は
、領
収

証
を
持
っ
て
き
て
い
た
だ
い
て
後
に
振

り
込
む
。 総　

　
　

務　
　
　

課

全211問から21問掲載

財　
　
　

政　
　
　

課

特
定
不
妊
治
療
助
成
金
は

　
　
　
　

 

（
１
０
０
万
円
）

問　
対
象
者
等
の
内
容
は
。ま
た
、男
性

の
不
妊
治
療
を
取
り
入
れ
る
考
え
は
。

答　
子
ど
も
未
来
課
長　
県
の
拡
大
分

の
決
定
事
項
は
ま
だ
町
に
届
い
て
い
な

い
が
、増
え
る
と
見
込
ん
で
い
る
。ま
た
、

今
後
示
さ
れ
る
改
正
内
容
を
確
認
し
検

討
し
た
い
。

長　

寿　

社　

会　

課

健　

康　

福　

祉　

課

子 

ど 

も 

未 

来 

課

町　

民　

生　

活　

課

個
人
番
号
カ
ー
ド
関
連
は

　
　
　

 

（
１
３
４
５
万
円
）

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
枚

数
や
発
行
目
標
枚
数
は
。

答　
町
民
生
活
課
長　
住
民
１
万
８
７

１
６
人
に
対
し
、２
月
28
日
現
在
で
３
４

５
７
枚
を
発
行
し
て
い
る
。目
標
値
は
、

国
の
方
で
は
令
和
４
年
ま
で
に
と
い
う

こ
と
で
、月
に
３
０
０
枚
か
ら
４
０
０
枚

を
想
定
し
て
い
る
。

斎
場
建
設
事
業
費
負
担
金
は

　
　
　

 

（
１
０
６
４
万
円
）

問　
利
府
町
に
新
し
く
斎
場
を
建
設
し

て
い
る
。本
町
の
負
担
額
と
負
担
す
る

期
間
は
。

答　
町
民
生
活
課
長　
令
和
21
年
度
ま

で
約
１
０
０
０
万
円
の
負
担
と
な
る
。

政　
　
　

策　
　
　

課

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業
は

　
　
　
　

 

（
５
８
１
万
円
）

問　
ふ
る
さ
と
納
税
の
新
た
な
返
礼
品

は
。ま
た
、体
験
型
等
も
あ
る
が
。

答　

政
策
課
長　

事
業
者
と
ア
ン
テ
ナ

を
高
く
し
な
が
ら
考
え
て
い
る
。

郵
便
局
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
や
パ
ラ
グ

ラ
イ
ダ
ー
の
体
験
な
ど
あ
る
が
、そ
の
他

で
も
事
業
者
が
い
れ
ば
お
願
い
し
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
合
っ
た
事
業
を
考
え

た
い
。

町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
事
業
は

　
　
　
　

 

（
１
５
４
万
円
）

問　
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数

が
少
な
い
が
、具
体
的
な
災
害
状
況
の
情

報
発
信
な
ど
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

政
策
課
長　
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
災
害

情
報
の
発
信
以
外
考
え
て
い
な
い
。ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
災
害
情
報
で
見
て
ほ
し

い
が
、人
命
に
関
わ
る
こ
と
は
検
討
し

た
い
。

⑦ しちがはま議会だより　第147号　令和3年4月28日発行 しちがはま議会だより　第147号　令和3年4月28日発行 ⑥

令和３年度から普通財産になる貯水池跡



予算審査特別委員会レポート

⑨ しちがはま議会だより　第147号　令和3年4月28日発行 しちがはま議会だより　第147号　令和3年4月28日発行 ⑧

問　
英
検
５
級
受
験
の
補
助
対
象
を
希

望
す
る
小
学
校
６
年
生
50
名
と
拡
大
し

た
が
、中
学
生
や
４
級
受
験
に
も
対
象
を

拡
大
す
る
考
え
は
。

答　
教
育
総
務
課
長　
中
学
校
３
年
生

レ
ベ
ル
で
は
、３
級
が
合
格
点
と
い
う
こ

と
で
補
助
を
す
る
も
の
で
あ
る
。３
級

補
助
で
意
欲
の
向
上
を
図
り
た
い
の
で

対
象
を
拡
大
す
る
考
え
は
な
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

　
　
　
　
　

育
成
事
業
は

　
　
　
　
　
　
　

（
87
万
円
）

問　

計
画
し
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
開

催
時
期
は
。ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
の
対
策
は
。

答　
教
育
総
務
課
長　
計
画
は
各
小
学

校
と
地
区
で
詰
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。10

月
上
旬
予
定
で
、中
学
校
も
参
加
し
て

も
ら
う
考
え
で
あ
る
。ま
た
、コ
ロ
ナ
の

状
況
で
判
断
し
た
い
。

小
学
校
・
地
区
民

　

合
同
大
運
動
会
事
業
は

　
　
　
　
　

（
１
０
２
万
円
）

令和３年度の
各種特別会計予算の状況

令和３年度の
各種特別会計予算の状況

下水道事業特別会計

６億６２００万円
前年度比
 1.5％減

事業費　　　　　　　　１億１１５１万円

※公共汚水桝設置等工事

※宅内マンホールポンプ設置工事

歳出の主なもの

水道事業会計

４億６６７７万円
前年度比
 0.5％増

※原水費　　　　　　　　　　　　 　２億４９７３万円
　　・仙台市の受水費　　　　　　　　 　４０８０万円
　　・仙南仙塩広域水道の受水費　 　１億９５８０万円

収益的支出の主なもの

資本的支出の主なもの

収益的
支出

　４億６８９９万円
前年度比
 1.6％増

収益的
収入

３億２５６５万円
 前年度比
153.2％増

資本的
支出

　　　　　３３万円
前年度比
増減なし

資本的
収入

建設改良費　　　　　　　　　　　３億４８０万円
※配水管整備事業費　　　　　　　　 ２億６２５８万円
　　・人件費等
　　・町内配水管敷設工事等

※営業施設整備費　　　　　　　　 　　　４２２３万円
　　・水道庁舎エレベーター改修工事　　 ３５００万円

歳出の主なもの

国民健康保険事業特別会計

２１億８３００万円
前年度比
 2.4％減

保険給付費　　　　　１５億７９８３万円

保険事業費　　　　　　　　２８４１万円

※糖尿病性腎症重症化予防事業、各種検診への補助

※一般被保険者医療給付費・高額医療費等

公園墓地事業特別会計

１７５８万円

総務費　　　　　　　　　　　８４０万円

※公園墓地管理委託・墓地管理基金積立金

歳出の主なもの歳出の主なもの

後期高齢者医療特別会計

１億９９６１万円
前年度比
 3.7％増

後期高齢者医療広域連合納付金　
　　　　　　　　　　　１億９５８５万円
※後期高齢者医療広域連合への納付金

前年度比
 4.3％増

介護保険特別会計

１８億２４４７万円
前年度比
 5.5％増

保険給付費　　　　　１６億８２５２万円

地域支援事業費　　　　　　７４６５万円

※給付費負担金　　　・居宅介護サービス
　　　　　　　　　　・地域密着型介護サービス
　　　　　　　　　　・施設介護サービス

※介護予防・生活支援サービス事業
　介護予防ケアマネジメント作成負担金
　包括的支援事業費用（人件費等）

保険事業　　　　　１８億１９００万円

サービス事業　　　　　　　５４７万円

介護予防支援サービス事業費　５２２万円

歳出の主なもの

歳出の主なもの

国
　
　
　
際
　
　
　
村

七
ヶ
浜
ア
ロ
ー

　
　

プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
は

　
　
　
　

 
（
２
３
８
万
円
）

問　
事
業
内
容
は
。ま
た
、利
用
は
誰
で

も
で
き
る
の
か
。

答　
国
際
村
事
務
局
長　
ス
ポ
ー
ツ
ダ

ー
ツ
を
活
用
し
た
地
域
活
動
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
進
め
、世
代
間
交
流
の
活
性

化
な
ど
の
創
出
に
向
け
た
事
業
で
あ
る
。

ま
た
、国
際
村
に
ダ
ー
ツ
マ
シ
ン
を
据
え

付
け
て
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
を
使
用
す
る
の

で
、安
全
面
に
優
れ
、誰
で
も
利
用
で
き

る
も
の
で
あ
る
。

芸
術
文
化
創
造
事
業
は

　
　
　

 　
　

（
２
千
万
円
）

問　
コ
ロ
ナ
禍
だ
が
、目
玉
事
業
は
。

答　
国
際
村
事
務
局
長　
目
玉
と
し
て

は
、加
藤
登
紀
子
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
や

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
イ
ズ
で
は
プ
リ

マ
ス
を
題
材
に
考
え
て
い
る
。ま
た
、ホ

ー
ル
は
満
席
に
せ
ず
、ラ
イ
ブ
配
信
の
た

め
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
工
事
を
し
て
い
る
。

水
　
道
　
事
　
業
　
所

教
　
育
　
総
　
務
　
課

問　

校
則
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
配
慮

し
て
い
る
の
か
。

答　

教
育
長　

校
則
の
経
緯
を
み
て
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
の
観
点
か
ら
検
討
し

た
い
。

学
校
運
営
は

問　

学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
で
、児

童
手
当
か
ら
申
し
出
徴
収
お
よ
び
特
別

徴
収
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、あ
く

ま
で
申
し
出
が
あ
る
場
合
の
み
で
あ
る
。

事
前
説
明
を
し
な
い
で
資
料
配
布
し
た

が
、ど
う
考
え
る
の
か
。

答　
教
育
長　
資
料
の
文
書
は
法
的
に

は
間
違
い
が
な
い
が
、も
う
少
し
突
き

詰
め
き
れ
な
か
っ
た
点
は
反
省
し
て
い

る
。申
請
さ
れ
た
方
に
は
、電
話
で
対
応

し
確
認
し
た
い
。

学
校
給
食
費
徴
収
金
は

　
　
　
　

（
７
４
５
６
万
円
）

給
　
食
　
セ
　
ン
　
タ
　
ー

問　

君
ヶ
岡
配
水
池
の
貯
水
タ
ン
ク
の

外
壁
塗
装
に
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
る

考
え
は
。

答　
水
道
事
業
所
長　
以
前
検
証
し
た

こ
と
が
あ
る
が
、海
か
ら
目
立
ち
過
ぎ
る

な
ど
、好
き
嫌
い
が
あ
り
費
用
も
か
か
る

た
め
、考
え
て
な
い
。

君
ヶ
岡
配
水
池

　
　
　
　

更
新
工
事
等
は

　
　

（
２
億
４
８
３
２
万
円
）

問　
仙
台
市
の
責
任
水
量
が
特
例
解
除

に
な
り
４
０
０
㎥
か
ら
８
０
０
㎥
と
な
り
、

令
和
３
年
度
か
ら
は
１
０
０
０
㎥
と
な

る
と
の
こ
と
だ
が
、契
約
期
間
や
水
道
料

金
へ
の
影
響
は
。ま
た
、交
渉
の
余
地
は

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
水
道
事
業
所
長　
令
和
２
年
か
ら

令
和
６
年
ま
で
は
現
在
の
金
額
で
あ
り
、

本
町
だ
け
が
特
例
と
な
っ
て
い
た
の
で
公

平
を
保
つ
た
め
に
解
除
と
な
っ
た
。水
道

料
金
は
20
％
く
ら
い
増
え
る
。ま
た
、令

和
７
年
度
以
降
は
交
渉
の
余
地
は
あ
る

も
の
と
考
え
る
。

仙
台
市
か
ら
の
受
水
費
は

　
　
　
　

（
４
０
８
０
万
円
）



こんなことが決まりました－条例などの議案審議－ 特　　集　－各種会計予算－

次
の
点
で
反
対
す
る
。

･
地
域
の
区
割
り
を
統一す
べ
き
。

･
消
防
団
と
協
議
し
、団
員
の
補
充
確
保
策
と

防
災
や
消
防
活
動
の
軽
減
を
。

･
自
治
会
組
織
の
防
犯
灯
を
、早
期
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ

灯
に
改
修
す
る
こ
と
で
電
気
料
補
助
金
の
削
減

に
な
る
こ
と
か
ら
、防
犯
灯
修
繕
費
用
を
全
額

補
助
に
。

･
高
齢
者
や
低
所
得
世
帯
に
対
し
、エ
ア
コ
ン
設

置
補
助
事
業
を
設
け
る
べ
き
。

･「
児
童
手
当
か
ら
の
保
育
料
、学
校
給
食
等
の

微
収
の
ご
案
内
」の
申
し
出
の
回
収
と
中
止
を

す
る
べ
き
。

･
本
町
の
住
宅
条
例
の
、公
営
住
宅
の
連
帯
保

証
人
の
義
務
付
け
を
廃
止
す
べ
き
。

次
の
点
で
賛
成
す
る
。

･
行
政
と
学
術
の
連
携
研
究
を
共
催
事
業
と
し
、

安
全・安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

･
七
ヶ
浜
町
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
充
実
を
図
り
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
も
展
開

さ
れ
る
こ
と
。

･「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」を
立
ち
上
げ
、

個
別
相
談
や
情
報
提
供
の
充
実
に
取
り
組
で
い
る
。

･
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ー
ツ
を
活
用
し
た「
七
ヶ
浜
町

ア
ロ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
事
業
展
開
や「
津
波
フ

ラ
ッ
グ
」を
整
備
す
る
な
ど
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の

活
性
化
や
防
災
対
策
を
図
っ
て
い
る
。

反
対
反
対

歌
川　

渡

賛
成
賛
成

安
倍
敏
彦

一
般
会
計

・・・なので反対します　　　　　　　　　・・・なので賛成します

討　　論

　
資
本
費
平
準
化
債
で
生
じ
た
償
還
金
利

子
軽
減
額
相
当
分
を
、一般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
で
充
当
し
、住
民
負
担
の
軽
減
を
。

　
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を
策
定
し
、

計
画
的
か
つ
効
果
的
に
施
設
や
設
備
の
整

備
を
進
め
て
い
る
予
算
で
あ
る
。

反
対
反
対

歌
川　

渡

下
水
道
事
業

賛
成
賛
成

遠
藤
久
和

　
必
要
以
上
の
国
保
財
政
調
整
基
金
を
計

画
的
に
取
り
崩
し
、国
保
世
帯
の
負
担
軽
減

を
求
め
る
。

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
事
業
を
実
施

し
、健
康
増
進
を
図
る
た
め
生
活
習
慣
予
防

事
業
も
進
め
て
い
る
。

反
対
反
対

歌
川　

渡

賛
成
賛
成

佐
藤
直
美

国
民
健
康
保
険

高
齢
者
負
担
と
な
る
、第
１
号
被
保
険
者
保

険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

利
用
状
況
調
査
を
行
い
利
用
負
担
の
心
配

の
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
。

　

地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
や
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
支
援
、認
知
症
対
策
な
ど

介
護
予
防・日
常
生
活
支
援
に
適
切
か
つ
有

効
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

反
対
反
対

歌
川　

渡

賛
成
賛
成

熊
谷
明
美

介
護
保
険

　
送
水
管
の
老
朽
化
に
伴
う
入
れ
替
え
に
は
起

債
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。現
金
預
金
の
計
画
的

な
取
り
崩
し
を
行
い
、さ
ら
に
町
民
の
負
担
軽

減
を
求
め
る
。

　
前
年
度
か
ら
３
年
間
の
予
定
で
実
施
し
て
い

る
水
道
料
金
の
軽
減
を
継
続
し
て
い
る
。安
心

で
安
全
な
水
の
安
定
供
給
に
努
め
て
い
る
。

※

公
園
墓
地
会
計
は

　
反
対
な
く
全
会一致
で
可
決

反
対
反
対

歌
川　

渡

賛
成
賛
成

小
林
倫
明

水
道
事
業
会
計

　

高
齢
者
の
医
療
費
抑
制
が
目
的
の
こ
の

制
度
そ
の
も
の
が
高
齢
者
や
国
民
に
と
っ
て
、

何
の
利
益
に
も
つ
な
が
ら
な
い
。さ
ら
な
る

改
善
お
よ
び
廃
止
を
求
め
る
。

　　
運
営
主
体
で
あ
る
宮
城
県
広
域
連
合
と

連
携
し
、被
保
険
者
が
必
要
な
医
療
を
安
心

し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
る
。保
険
基
盤
安
定
繰
入
金
を
計
上

し
低
所
得
者
等
へ
も
配
慮
し
て
い
る
。

反
対
反
対

歌
川　

渡

後
期
高
齢
者
医
療

仁
田
秀
和

賛
成
賛
成

町議会議員選挙の
　　　　　　公費負担が拡大

条 

例 

制 

定

●
武
道
館
耐
震
化
工
事
及

び
大
規
模
改
修
工
事
施
設

整
備
基
金
条
例

内　
容

　

石
油
貯
蔵
施
設
立
地
対

策
等
交
付
規
則
に
基
づ
く

石
油
貯
蔵
施
設
立
地
対
策

等
交
付
金
を
七
ヶ
浜
町
武

道
館
耐
震
化
工
事
お
よ
び

大
規
模
改
修
工
事
等
の
事

業
の
資
金
と
し
て
積
み
立

て
る
た
め
、基
金
を
設
置
す

る
も
の
で
す
。

　
　

　
　
財
政
課
長　
武
道
館
の

　
　
耐
震
化
お
よ
び
改
修
の

工
事
費
で
約
９
６
０
０
万
円
。

基
金
の
積
立
は
令
和
５
年
度

ま
で
６
８
０
０
万
円
を
予
定

し
て
い
る
。

　
　

条
例
化
に
至
っ
た
経
緯

　
　
は
。

　
　
手
持
ち
資
金
で
は
な
く
、

　
　
国
や
県
の
交
付
金
な
ど

を
当
て
て
行
い
た
い
と
検
討

し
た
結
果
、交
付
金
が一番
有

効
に
活
用
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
、条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
あ
る
。

議案
審議

町議会議員選挙の
　　　　　　公費負担が拡大

　
　
令
和
６
年
度
を
予
定
し

　
　

て
い
る
。そ
れ
ま
で
に

修
繕
が
必
要
な
際
は
原
状
回

復
で
適
時
対
応
し
て
い
く
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

　
　
　

　
　

　
　

●
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の一部
改
正

内　
容

　
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、設
備
お

よ
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の

一部
改
正
に
伴
い
、所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

●
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、設
備
及
び
運
営
並
び

に
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的

な
支
援
の
方
法
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の一
部

改
正

内　
容

　
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
お
よ
び
運
営
な
ら
び
に

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の

方
法
に
関
す
る
基
準
の一
部

改
正
に
伴
い
、所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

●
議
会
議
員
及
び
町
長
の
選

挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公

費
負
担
に
関
す
る
条
例

内　
容

　

公
職
選
挙
法
の一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

町
議
会
議
員
選
挙
お
よ
び
町

長
選
挙
に
お
け
る
公
費
負
担

の
対
象
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
町
で
も
、資
産
の
多
少

に
か
か
わ
ら
ず
、立
候
補
や

選
挙
運
動
の
機
会
を
保
持
す

る
た
め
制
定
す
る
も
の
で
す
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

●
指
定
介
護
予
防
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

並
び
に
指
定
介
護
予
防
支

援
等
に
係
る
介
護
予
防
の

た
め
の
効
果
的
な
支
援
の

方
法
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の一部
改
正

内　
容

　
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の

事
業
の
人
員
お
よ
び
運
営
な

ら
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援

等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に

関
す
る
基
準
の一
部
改
正
に

伴
い
、所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

●
指
定
居
宅
介
護
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の一部
改
正

内　
容

　
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の

事
業
の
人
員
お
よ
び
運
営
に

関
す
る
基
準
の一
部
改
正
に

伴
い
、所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

採
決
の
結
果（
４
議
案
）

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

質
　
疑

問答

条 

例 

改 
正

　
　
基
金
の
達
成
金
額
は
。

　
　
改
修
工
事
の
時
期
は
。

問答

問答

⑪ しちがはま議会だより　第147号　令和3年4月28日発行 しちがはま議会だより　第147号　令和3年4月28日発行 ⑩

大規模改修される武道館



３月会議　提出議案採決結果一覧　（3/1～3/15）

　賛否が分かれた案件を採決一覧表に、全会一致の案件は名称のみ掲載しま
した。なお、議案名は略して記載しています。

掲　載
ページ予　算　関　係

○令和２年度一般会計補正予算（第10号・第11号）
○令和２年度下水道事業特別会計補正予算（第２号）
○令和２年度国民健康保険事業特別会計補正予算
　（第４号）
○令和２年度公園墓地事業特別会計補正予算
　（第２号）
○令和２年度介護保険特別会計補正予算（第５号）　
○令和２年度後期高齢者医療特別会計補正予算
　（第３号）
○令和２年度水道事業会計補正予算（第３号）
○令和３年度公園墓地事業特別会計予算

12
－
－

－

－
－

－
9

掲　載
ページそ　　の　　他

○字の区域を新たに画すること
○字の区域を変更すること
○町道路線の廃止
○町道路線の変更
○町道路線の認定

ー
ー
ー
ー
ー

●全会一致の議案等
掲　載
ページ条　例　制　定　・　改　正　・　廃　止

○賛成　　●反対　　議長（岡﨑正憲）は採決に加わらない。

●賛否が分かれた議案等
佐
藤　

直
美

小
林　

倫
明

仁
田　

秀
和

賛　
　

成

反　
　

対

議
決
結
果

木
村　
　

稔

熊
谷　

明
美

佐
藤　

壮
一

安
倍　

敏
彦

遠
藤　

喜
二

　

空　

席

渡
邉　
　

淳

佐
藤　

梶
信

歌
川　
　

渡

遠
藤　

久
和

岡
﨑　

正
憲

掲　載
ページ議　 案 　名

29 ○ ●10 ー○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○令和３年度下水道事業特別会計予算 可決

○ ○ ●10 2 ー○ ○ ● ○ ○ ○ ー ○ ○ ○令和３年度介護保険特別会計予算 可決9

ー○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ● ○10 29令和３年度国民健康保険事業特別会計予算 可決

9 ○ ●10 2 ー○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○令和３年度後期高齢者医療特別会計予算 可決

9 ○ ●10 2 ー○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○令和３年度水道事業会計予算 可決

6 ○ ●10 2 ー○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○令和３年度一般会計予算 可決

－ ○ ●10 2 ー○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○介護保険条例の一部改正 可決

こんなことが決まりました－補正予算の議案審議－

質
　
疑

　
　

　
　

　
　
補
正
額
に
不
足
が
あ
れ

　
　

ば
、新
た
な
補
正
を
出

す
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、ど
の

タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
副
町
長　
早
い
う
ち
に

　
　

出
し
た
い
と
考
え
て
い

る
が
、も
の
に
よ
っ
て
は
審

査
を
受
け
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
も
あ
る
。し
か
し
、今

後
、債
務
負
担
行
為
の
補
正

を
含
め
、追
加
補
正
は
有
り

得
る
と
理
解
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　

調
査
結
果
次
第
で
は
、

　
　

国
に
対
し
、激
甚
災
害

指
定
の
要
請
も
必
要
と
考
え

る
が
。

　
　
ま
だ
国
か
ら
の
調
査
が

　
　

終
わ
っ
て
い
な
い
の
で

判
断
で
き
な
い
が
、他
の
市

町
村
の
状
況
も
踏
ま
え
要
望

し
て
い
き
た
い
。

問答 ２
月
13
日（
深
夜
）に

発
生
し
た
地
震
に
よ
る

災
害
復
旧
工
事
へ
の
補
正

　

  　
　
（
５
１
１
２
万
円
）

補正
予算

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
緊
急
包
括
支
援

　
　
　
　

交
付
金
事
業
費　

　
　
　
　

   

（
27
万
円
減
）

　
　

減
額
理
由
は
、新
型
コ

　
　
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
る
診
察
控
え
と
の
説
明

で
あ
っ
た
が
、診
察
控
え
の
み

の
影
響
な
の
か
。他
の
要
因

は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長　
本

　
　
年
度
は
、イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
流
行
し
な
か
っ
た
こ
と

が
他
の
要
因
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
。

　
　

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
感

　
　
染
症
対
策
備
品
購
入
代

と
認
定
こ
ど
も
園
の
感
染
症

対
策
事
業
費
補
助
金
の
減
額

要
因
は
。ま
た
、十
分
な
対
応

や
対
策
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長　
空

　
　
気
清
浄
機
や
そ
の
他
の

必
要
な
備
品
を
購
入
し
た
が
、

予
定
し
て
い
た
よ
り
も
安
価

に
購
入
で
き
た
。ま
た
、認
定

こ
ど
も
園
に
つ
い
て
も
同
様

で
あ
り
、対
応
は
十
分
だ
っ
た

と
考
え
る
。

問答

　
　
建
設
課
長　
か
な
り
の

　
　
低
入
札
で
差
金
が
生
じ

た
た
め
で
あ
る
。

　
　

　
　

　
　
他
の
地
方
公
共
団
体
で

　
　

も
、事
業
費
の
組
み
換

え
等
で
産
業
誘
導
等
の
地
域

発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。復

興
予
算
を
転
用
す
る
な
ど
し

て
フ
ル
活
動
す
る
考
え
は
な

か
っ
た
の
か
。ま
た
、国
に
対

し
て
の
要
望
等
は
な
か
っ
た

の
か
。

　
　

副
町
長　

復
興
庁
に
、

　
　

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
相

談
し
た
が
諦
め
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。し
か
し
、本
町
か
ら

「
今
後
、ソ
フ
ト
事
業
も
含
め

て
相
談
で
き
な
い
か
」と
の

問
い
に
、そ
の
段
階
で
は「
相

談
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
補
助

金
等
々
が
あ
る
か
を
含
め
て

相
談
に
乗
り
た
い
」と
の
回

答
で
あ
っ
た
。

　
　
教
育
総
務
課
長　
消
毒

　
　
業
務
を
婦
人
会
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
友
の
会
に
安
価
で

委
託
す
る
こ
と
が
で
き
た
た

め
の
差
金
で
あ
る
。

問答 国
土
交
通
事
業
の

　
　
　
　
　

国
庫
返
還
金

　

  

（
６
億
２
６
６
８
万
円
）

　
　
減
額
の
経
緯
は
。

問答

問答

　
　
減
額
の
理
由
は
。

問答

答 問

⑬ しちがはま議会だより　第147号　令和3年4月28日発行 しちがはま議会だより　第147号　令和3年4月28日発行 ⑫

　令和２年度一般会計補正予算（第10・11号）は、歳入歳出それぞれ
４億９５２４万円を追加し、総額を１１８億７８８５万円としました。
　補正の主なものは、２月13日（深夜）に発生した地震の影響による
公共施設の災害復旧費や国土交通事業の国庫返還金、事業費確定による
整理等です。本議案は原案のとおり可決されました。

公共施設の地震被害対策へ

げ
き
じ
ん

小
中
学
校
感
染
症
対
策

　

衛
生
維
持
業
務
委
託
料

　
　
　
　

  

（５
７
０
万
円
減
）

子
ど
も
医
療
費
の
減
額　

　
　

 

（
１
０
０
０
万
円
減
）

公
園
管
理
各
種
委
託
料

　
　
　

 

（２
０
２
１
万
円
減
）

道路施設災害復旧工事（令和２年度から令和３年度まで）
公園施設災害復旧工事（令和２年度から令和３年度まで）
国際村施設災害復旧工事（令和２年度から令和３年度まで）
生涯学習センター施設災害復旧工事（令和２年度から令和３年度まで）
社会体育施設災害復旧工事（令和２年度から令和３年度まで）
中学校施設災害復旧工事（令和２年度から令和３年度まで）
遠山保育所施設災害復旧工事（令和２年度から令和３年度まで）

１５７万円
９０万円
１６５万円
４５０万円
２３００万円
１８５０万円
１００万円

限 度 額債務負担行為補正

※金額は千の位で四捨五入しています。

お 容も な 内

　　　　　　　　　　合　　　　計 ５１１２万円

債務負担行為とは…予算は単年度で完結するのが原則ですが、１つの事業や事務が単年度で終了せずに後の年度に
　　　　　　　　　おいても支出しなければならない場合に、あらかじめ債務を約束すること。

○議会議員及び七ヶ浜町長の選挙における選挙運動
　の公費負担に関する条例
○武道館耐震化工事及び大規模改修工事施設整備基
　金条例
○指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び
　運営に関する基準を定める条例の一部改正
○指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、
　設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー
　ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法
　に関する基準を定める条例の一部改正
○指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに
　指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果
　的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部
　改正
○指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関す
　る基準を定める条例の一部改正
○特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
　に関する条例及び特別職の職員で常勤のものの給
　与及び旅費に関する条例の一部改正
○東日本大震災復興交付金基金条例を廃止する条例
○仙塩広域都市計画事業花渕浜地区被災市街地復興
　土地区画整理事業の施行に関する条例及び仙塩広
　域都市計画事業代ヶ崎浜Ａ地区被災市街地復興土
　地区画整理事業の施行に関する条例を廃止する条
　例
○都市計画税条例の一部改正
○国民健康保険条例及び新型コロナウイルス感染症
　の影響により収入が減少した被保険者等に対する
　国民健康保険税及び介護保険料の減免に関する条
　例の一部改正
○高額療養費貸付条例を廃止する条例
○（議員提出）議会委員会条例の一部改正

11

11

11

11

11

11

－

－
－

－
－

－
－



こんなことが決まりました－１月会議の議案審議－

質
　
疑

　
　

　
　●

一
般
会
計
補
正
予
算

内　
容

　

令
和
２
年
度
の一
般
会
計

予
算
に
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
２
７
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
１
３
億
１
９
６
２

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

問答

請
願
者　
宮
城
県
医
療
労
働

組
合
連
合
会

執
行
委
員
長　
中
山　
修

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
採
択

●「
安
全・安
心
の
医
療・介

護
の
実
現
と
国
民
の
い
の
ち

と
健
康
を
守
る
た
め
」の
意

見
書
の
提
出

内　
容

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
り
、国
民
の

い
の
ち
と
健
康
が
脅
か
さ
れ

る
事
態
が
広
が
り
ま
し
た
。

そ
の
教
訓
を
経
て
、新
た
な

ウ
イ
ル
ス
感
染
や
自
然
災
害

な
ど
の
事
態
の
際
に
医
療・介

護・福
祉
、そ
し
て
公
衆
衛
生

策
の
拡
充
が
喫
緊
の
課
題
と

考
え
る
こ
と
か
ら
意
見
書
を

提
出
す
る
も
の
で
す
。

提
出
先

内
閣
総
理
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

財
務
大
臣

総
務
大
臣

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

　
　
教
育
総
務
課
長　
松
ヶ

　
　
浜
小
学
校
の
放
送
設
備

改
修
工
事
は
１
４
４
万
円
。

　
汐
見
小
学
校
プ
ー
ル
ろ
過

機
改
修
工
事
は
、98
万
円
で

あ
る
。

　
　
希
望
さ
れ
る
在
宅
寝
た

　
　
き
り
の
高
齢
者
へ
の
接

種
体
制
は
。

　
　
健
康
福
祉
課
長　
訪
問

　
　
医
療
を
受
け
て
い
る
方

は
、そ
ち
ら
で
対
応
。ま
た
は

通
院
時
に
受
け
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

　
令
和
２
年
12
月
会
議
で
教

育
民
生
常
任
委
員
会
に
付
託

し
た
請
願
を
本
会
議
で
審
議

し
、結
果
は
次
の
と
お
り
と

な
り
ま
し
た
。

●「
安
全・安
心
の
医
療・介

護
の
実
現
と
国
民
の
い
の
ち

と
健
康
を
守
る
た
め
」の
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

書

新型コロナウイルス感染症
対応の補正予算を審議

新型コロナウイルス感染症
対応の補正予算を審議

　
　

読
書
の
習
慣
が
身
に
つ

　
　
く
と
い
う
事
業
か
。

　
　

政
策
課
長　
コ
ロ
ナ
禍

　
　
で
の
心
の
健
康
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。読
書
に
よ
る

ス
ト
レ
ス
軽
減
効
果
が
高
い

と
い
う
研
究
結
果
も
あ
り
創

設
し
た
も
の
で
あ
る
。

問答 小
中
学
校

　

読
書
習
慣
応
援
事
業

　
　
　
　

図
書
カ
ー
ド
代

　
　
　
　
　
　

  

（４
１
９
万
円
）

　
　
健
康
福
祉
課
長　
ワ
ク

　
　
チ
ン
接
種
を
行
う
た
め

に
、事
前
に
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
を
配
布
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
で
あ
る
。

　
　
妊
婦
や
子
供
は
接
種
対

　
　

象
に
な
っ
て
い
な
い
と

思
わ
れ
る
が
対
象
人
数
は
。

　
　
発
行
枚
数
は
１
万
９
千

　
　

枚
で
あ
る
。接
種
対
象

者
は
、ま
だ
国
か
ら
提
示
さ

れ
て
い
な
い
。

　
　
専
用
窓
口
を
作
る
予
定

　
　
は
。

　
　
専
用
窓
口
は
必
要
で
あ

　
　

り
、今
後
提
案
す
る
予

定
で
あ
る
。

●（
議
員
提
出
議
案
）新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
感
染
者
等
の
人
権
擁
護
に

関
す
る
条
例

内　
容

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
感
染
し
た
人
々
だ
け

で
な
く
、そ
の
家
族
や
濃
厚

接
触
者
に
対
す
る
誹
謗
中
傷

な
ど
の
不
当
な
差
別
行
為
が

全
国
的
に
発
生
し
て
お
り
ま

す
。感
染
症
に
対
す
る
正
し

い
知
識
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、

感
染
拡
大
の
防
止
に
努
め
る

と
同
時
に
、感
染
者
や
濃
厚

接
触
者
等
に
対
す
る
誹
謗
中

傷
を
な
く
す
た
め
人
権
を
擁

護
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
す
。　

　
感
染
者
等
の
人
権
擁
護
で

あ
れ
ば
、基
本
的
人
権
の
保

障
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
感
染

者
等
に
対
す
る
差
別
や
誹
謗

中
傷
だ
け
で
は
な
く
、感
染

者
等
の
療
養
中
の
休
業
に
係

る
経
済
的
保
障
支
援
を
行
う

こ
と
こ
そ
必
要
で
あ
る
こ
と

２ 月
会 議

１ 月
会 議

議
員
提
出
議
案

請 

願 

の 

審 

査

な
か
や
ま

お
さ
む

こんなことが決まりました－２月会議の議案審議－

問答

　
　
生
涯
学
習
課
長　
図
書

　
　

消
毒
器
、体
温
検
知
顔

認
証
カ
メ
ラ
、図
書
購
入
代

で
あ
る
。

図
書
セ
ン
タ
ー
用

　
　
　
　
　

備
品
購
入
代　

　
　
　
　

  

（
２
０
０
万
円
）

問答
　
　
購
入
品
目
は
。

額
は
、支
援
金
の
交
付
を
受

け
た
３
７
０
の
事
業
者
に
再

分
配
す
れ
ば
、ま
だ
約
５
万

円
の
支
援
金
、交
付
が
可
能

で
あ
る
こ
と
か
ら
反
対
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
発
生
か
ら
こ

の
事
業
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
防
止
お
よ

び
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け

て
い
る
地
域
経
済
や
、住
民

生
活
の
支
援
を
通
じ
た
地
方

創
生
に
資
す
る
事
業
と
な
っ

て
お
り
、そ
れ
に
当
て
は
ま

る
の
で
予
算
の
通
り
賛
成
す

る
も
の
で
あ
る
。

採
決
の
結
果

賛
成
多
数
で
可
決

●
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

内　
容

　
令
和
２
年
度
の
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算
に
、歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
92
万
円
を
追
加

し
、総
額
を
17
億
８
５
８
６
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

補　

正　

予　

算

条　

例　

制　

定

新型コロナウイルス感染症
に係る人権擁護条例を可決

新型コロナウイルス感染症
に係る人権擁護条例を可決

　
　
業
務
の
目
的
と
内
容
は
。

ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
臨
時

生
活
支
援
給
付
金
へ
追
加

　
　
　
　
　
　

  

（５
５
０
万
円
）

　
　
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
で

　
　

も
、子
育
て
世
帯
で
困

窮
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
副
町
長　
ひ
と
り
親
世

　
　

帯
に
限
定
し
て
い
る
。

今
後
、そ
の
よ
う
な
声
が
多

く
な
っ
て
き
た
場
合
は
検
討

す
る
。

　

議
会
全
員
協
議
会
で
の
、

本
会
議
に
上
程
さ
れ
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
お

け
る
追
加
施
策
等
の
事
業
説

明
に
お
い
て
、施
策
の一部
が

住
民
、児
童
生
徒
の
日
常
的

な
現
況
に
即
し
た
十
分
な
施

策
と
言
え
な
い
こ
と
か
ら
、反

対
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
公
共
施
設
感
染
拡
大
防
止

事
業
で
は
、配
置
転
換
な
ど

で
町
民
生
活
課
の
職
員
を
増

員
し
、各
施
設
に
高
機
能
換

気
設
備
の
設
置
を
優
先
す
べ

き
で
あ
る
。さ
ら
に
、事
業
継

続
支
援
金
の
２
千
万
円
の
減

問答

問答

か
ら
反
対
す
る
。

　

感
染
症
に
対
し
て
、議
員

は
勉
強
会
等
を
通
し
て
正
し

い
知
識
を
持
つ
こ
と
に
よ
り

感
染
拡
大
の
防
止
に
努
め
る

と
同
時
に
、感
染
者
濃
厚
接

触
者
に
対
す
る
誹
謗
中
傷
を

な
く
す
た
め
人
権
を
擁
護
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
賛

成
す
る
。

採
決
の
結
果

賛
成
多
数
で
可
決

●一般
会
計
補
正
予
算

内　
容

　

令
和
２
年
度
の一
般
会
計

予
算
に
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
６
３
９
９
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
１
３
億
８
３
６
１

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

討
　
論

討
　
論

反
対
反
対

歌
川　

渡

賛
成
賛
成

安
倍
敏
彦

反
対
反
対

木
村　

稔

反
対
反
対

歌
川　

渡

賛
成
賛
成

安
倍
敏
彦

　
　
政
策
課
長　
祭
り
用
の

　
　
や
ぐ
ら
と
、ち
ょ
う
ち
ん

で
あ
る
。

松
ヶ
浜
地
区
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

　
　
　

活
動
備
品
購
入
費　

　
　
　
　

  

（
１
９
０
万
円
）

問答
　
　
備
品
購
入
費
の
品
目
は
。

補　

正　

予　

算

質
　
疑

ひ
ぼ
う

松
ヶ
浜
小
学
校

　
　

放
送
設
備
改
修
工
事
、

汐
見
小
学
校
ろ
過
機

　
　
　
　
　
　

改
修
工
事

　
　
　
　
（
２
４
２
万
円
）

問

答

　
　
工
事
の
内
訳
は
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
委
託
料
へ
追
加

　
　
　
　
　
　
（
40
万
円
）

問答

⑮ しちがはま議会だより　第147号　令和3年4月28日発行 しちがはま議会だより　第147号　令和3年4月28日発行 ⑭

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
伴
う

　
　

ク
ー
ポ
ン
券
等
作
成

　
　
　
　
　

業
務
委
託
料

　

  　
　
　
　
　
（
88
万
円
）

　

○賛成　　●反対　　議長（岡﨑正憲）は採決に加わらない。

佐
藤　

直
美

小
林　

倫
明

仁
田　

秀
和

賛　
　

成

反　
　

対

議
決
結
果

木
村　
　

稔

熊
谷　

明
美

佐
藤　

壮
一

安
倍　

敏
彦

遠
藤　

喜
二

　

空　

席

渡
邉　
　

淳

佐
藤　

梶
信

歌
川　
　

渡

遠
藤　

久
和

岡
﨑　

正
憲

議　 案 　名

○ ●10 2 ー○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○新型コロナウイルス感染症に係る感染者等の
人権擁護に関する条例 可決

　賛否が分かれた案件を採決一覧表に掲載しました。なお、議案名は略して記載しています。 　賛否が分かれた案件を採決一覧表に掲載しました。なお、議案名は略して記載しています。

○賛成　　●反対　　欠　欠席　　議長（岡﨑正憲）は採決に加わらない。

　
　

歌
川　
　

渡

賛　
　

成

反　
　

対

議
決
結
果

佐
藤　

梶
信

議　 案 　名

ー欠●令和２年度一般会計補正予算（第８号） ○ ● ○ ○ ○○10 ２ ○ ○ ○ ○○可決

佐
藤　

直
美

小
林　

倫
明

仁
田　

秀
和

木
村　
　

稔

熊
谷　

明
美

佐
藤　

壮
一

安
倍　

敏
彦

遠
藤　

喜
二

渡
邉　
　

淳

遠
藤　

久
和

佐
藤　
　

衞

岡
﨑　

正
憲

　１月会議を１月８日に開催し、一般会計補正予算（第８号）
および介護保険特別会計補正予算（第４号）を審議しました。

　２月会議を２月９日に開催し、一般会計補正予算（第９号）
および議員提出議案や請願等を審議しました。



一 般 質 問町の考えを聞く

町長

新型コロナウイルスワクチンの
　　　　　　安心で円滑な接種を

職員あげて万全を期す

　
　
接
種
会
場
と
接
種
開
始

　
　
予
定
は
。

　
　
武
道
館
で
実
施
予
定
だ

　
　
が
、い
つ
か
ら
で
き
る
か

は
、国
か
ら
ワ
ク
チ
ン
供
給
の

確
定
状
況
が
来
て
お
ら
ず
未

定
で
あ
る
。接
種
は
職
員
あ

げ
て
万
全
を
期
す
。

　
　
武
道
館
１
カ
所
の
集
団

　
　

接
種
と
し
て
い
る
が
、

地
区
避
難
所
等
の
複
数
会
場

を
考
え
な
い
か
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　

感
染
対
策
と
し
て
、広

い
会
場
が
必
要
で
あ
る
。ま

た
、医
療
従
事
者
の
確
保
も

難
し
い
。

　
　
持
病
や
既
往
症
の
人
の

　
　
中
に
は
、か
か
り
つ
け
医

で
の
接
種
を
希
望
す
る
場
合

も
あ
る
と
思
う
が
。

　
　
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
の
ワ

　
　
ク
チ
ン
は
取
り
扱
い
が

難
し
く
、一般
診
療
所
等
で
の

個
別
接
種
は
困
難
で
あ
る
。

　
　
在
宅
介
護
を
受
け
て
い

　
　

る
人
の
接
種
や
視
覚・

聴
覚
障
害
を
持
っ
て
い
る
人

へ
の
対
応
は
。

　
　
健
康
福
祉
課
長　
今
回

　
　
の
接
種
は
あ
く
ま
で
も

任
意
で
あ
る
。主
治
医
と
十

分
相
談
し
て
い
た
だ
き
、結

果
、接
種
可
能
と
な
れ
ば
、訪

問
医
療
や
通
院
の
時
に
、接

種
す
る
な
ど
、複
合
的
に
考

え
て
い
き
た
い
。障
が
い
を
持

っ
て
い
る
人
に
も
丁
寧
に
対

応
を
し
て
い
く
。

　
　
平
日
の
接
種
が
難
し
い

　
　
人
は
休
日
の
接
種
は
可

能
か
。

　
　

土・日・祝
日
も
実
施
す

　
　

る
。休
館
日
は
月
曜
日

と
し
、週
６
日
体
制
で
行
う
。

　
　
基
本
的
に
住
民
票
が
あ

　
　
る
自
治
体
で
の
接
種
と

の
こ
と
で
あ
る
。さ
ま
ざ
ま

な
都
合
で
、本
町
に
住
民
票

は
あ
る
が
居
住
し
て
い
な
い

人
へ
の
対
応
策
は
。

　
　
町
長　
住
民
登
録
地
外

　
　
に
居
住
し
て
い
る
人
は
、

現
在
居
住
す
る
市
町
村
へ
届

け
出
を
す
る
こ
と
に
よ
り
可

能
で
あ
る
。

　
　
65
歳
以
上
の
人
か
ら
開

　
　

始
さ
れ
る
の
だ
が
、中

に
は
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
て
会
場
ま
で
来
る
の
が
難

し
い
人
も
い
る
。歩
行
等
が

困
難
な
人
の
対
応
策
と
し
て
、

送
迎
車
の
運
行
や
タ
ク
シ
ー

料
金
等
の
負
担
な
ど
の
考
え

は
な
い
か
。

　
　

　
　
住
民
が
心
配
し
て
い
る

　
　
こ
と
の
ひ
と
つ
に
、副
反

応
が
あ
る
。ワ
ク
チ
ン
接
種

全
体
の
相
談
も
含
め
て
、対

応
は
。

　
　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
役

　
　

場
窓
口
、電
話
等
で
相

談
を
受
け
た
場
合
に
備
え
て
、

副
反
応
の一
般
的
な
説
明
が

で
き
る
よ
う
に
準
備
す
る
。

問

　
　
「
い
つ
、ど
こ
で
、何
回

　
　

目
の
接
種
か
」を
把
握

し
管
理
す
る
こ
と
で
接
種
忘

れ
や
間
違
い
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
。接
種
忘
れ
を
防
ぐ

た
め
、接
種
日
の
前
日
に
メ
ー

ル
等
で
案
内
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　
　
健
康
福
祉
課
長　
受
付

　
　

の
段
階
で
念
を
押
し
、

丁
寧
に
案
内
し
て
い
く
。

　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
無
料

　
　
で
あ
る
。詐
欺
対
策
と

し
て
、１
回
だ
け
の
注
意
喚

起
だ
け
で
な
く
、詐
欺
防
止

の
回
覧
板
や
掲
示
板
に
ポ
ス

タ
ー
を
貼
る
な
ど
の
考
え
は

な
い
か
。

　
　

か
つ
て
な
い
大
プ
ロ
ジ

　
　
ェ
ク
ト
に
な
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
、基
本
的
に
国
の
指

示
の
も
と
都
道
府
県
の
協
力

で
各
自
治
体
に
お
い
て
実
施

す
る
も
の
と
し
て
い
る
。実

施
主
体
の
本
町
は
、円
滑
な

接
種
に
向
け
た
体
制
構
築
と
、

住
民
が
安
心
し
て
接
種
す
る

た
め
の
情
報
提
供
が
必
要
で

あ
る
。現
在
の
取
り
組
み
状

況
は
。

　
　
町
長　
収
束
の
鍵
を
握

　
　

る
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

全
庁
的
な
協
力
体
制
の
下
、

準
備
し
て
い
る
。接
種
の
流

れ
は
、町
広
報
紙
の
３
月
号

に
掲
載
し
て
お
り
、今
後
も

確
定
し
た
情
報
を
的
確
に
提

供
し
て
い
く
。

答

問答

問答

問答

問答問答

問答

熊　谷　明　美
く   ま   が   い　   あ　 け 　み

問答

問答

　
　
未
定
で
あ
る
。

問答
　
　
検
討
す
る
。

問答

　３月会議の一般質問は、11日から15日の３日間行い、８人が活発な議
論を展開しました。
　内容は質問者の原稿を原文に近い形で17ページから24ページに掲載
しています。なお、タイトルは通告のとおりです。

※傍聴される方には、一般質問の要旨が記載されている資料を配布しています。

町 

政 

を 

問 

う

熊谷　 明美　・・・・・・・ 17ページ
○ 新型コロナウイルスワクチンの安心で円滑な接種を

歌　川　 渡　・・・・・・・ 22ページ
○ 七ヶ浜町区長会（条例）の設置目的と区長の役割について
○ 国民健康保険税の子ども（１８歳未満）の均等割の減免（全額）を
○ 被害事業者の事業状況に照らした「七ヶ浜町事業継続地域支援金交付
　 金」を

○ 教育変革の中の包括協定について
○ 生涯学習センター　野外活動施設の拡充策、管理計画について

佐藤　 直美　・・・・・・・ 21ページ

渡　邉　 淳　・・・・・・・ 23ページ
○ 令和３年度、菖蒲田長須賀周辺の事業誘致について
○ 国土強靭化地域計画の事業内容について

○ 七ヶ浜の特性を生かしたまちづくりについて　
遠藤　 喜二　・・・・・・・ 24ページ

木　村　 稔　・・・・・・・ 19ページ
○ 高齢者の健康維持等と長須賀多目的広場の活用方法について
○ 環境美化促進事業補助金交付要綱について
○ 安心・元気な地域社会づくり補助金交付要綱について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一 般 質 問 一 覧 表

仁田　 秀和　・・・・・・・ 18ページ
○ 行政サービスのデジタル化及び促進策について
○ ＡＬＰＳ処理水について

安倍　 敏彦　・・・・・・・ 20ページ
○ 松くい虫被害による伐倒木の撤去について
○ 漂着物の処理について

ズバリ

　一般質問とは、議員が町長などの執行機関に対し、事務の執行状況
や、将来の方針について、所信や疑問をただすこと、あるいは報告や
説明を求めることを言います。

⑰ しちがはま議会だより　第147号　令和3年4月28日発行 しちがはま議会だより　第147号　令和3年4月28日発行 ⑯

接種会場になる武道館



一 般 質 問町の考えを聞く

※
そ
の
他
に
も
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

「
安
心・元
気
な
地
域
社
会
づ
く
り
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
付
要
綱
に
つ
い
て
」

ひ 

と 

口 

メ 

モ

　

東
京
電
力
福
島
第一
原
子

力
発
電
所
の
原
子
炉
内
部
に

残
っ
て
い
る
燃
料
デ
ブ
リ
の

冷
却
に
用
い
ら
れ
た
水
や
原

子
炉
建
屋
に
流
れ
込
ん
だ
地

下
水
や
雨
水
が
、建
屋
内
の

放
射
性
物
質
と
の
接
触
に
よ

り
発
生
す
る
汚
染
水
を
、Ａ

Ｌ
Ｐ
Ｓ（
多
核
種
除
去
設
備
）

を
含
む
複
数
の
浄
化
設
備
で

処
理
し
た
水
の
こ
と
で
あ
る
。

　
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
と
は

仁　田　秀　和
  に    っ    た　      ひ  で  か  ず

本町が目指すデジタル化は

住民福祉の向上につなげたい町長

パークゴルフ愛好家は
　　　どこで練習すれば良いのか

それぞれによって違うと考える 町長

木　村　　稔
き    む     ら 　　    み  の  る

　
　
政
府
は
今
年
の
２
月
に
、

　
　
デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
の

法
案
を
閣
議
決
定
し
た
。９

月
よ
り
デ
ジ
タ
ル
庁
を
発
足

す
る
と
定
め
、主
に
行
政
シ

ス
テ
ム
を
標
準
化
し
、行
政

手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や

効
率
向
上
を
図
る
も
の
で
あ

る
。さ
ら
に
、自
治
体
が
個
別

に
運
用
す
る
行
政
シ
ス
テ
ム

も
全
国
規
模
の
ク
ラ
ウ
ド
へ

の
移
行
を
促
す
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、社

会
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速
に

進
む
中
で
、地
方
公
共
団
体

の
役
割
も
大
変
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
る
。

　

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、

持
続
的
か
つ
健
全
な
町
づ
く

り
を
実
現
す
る
た
め
に
、デ

ジ
タ
ル
技
術
を
最
大
限
生
か

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

本
町
は
ど
の
よ
う
に
デ
ジ
タ

ル
化
を
取
り
入
れ
る
の
か
。

　
　
町
長　
令
和
３
年
度
の

　
　

施
政
方
針
で
、心
か
よ

う
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
の
６
つ
の
政
策

を
掲
げ
た
。そ
の
新
た
な
展

開
の
模
索
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の

活
用
が
住
民
福
祉
の
向
上
に

つ
な
が
り
、費
用
対
効
果
も

十
分
に
期
待
で
き
る
の
で
あ

れ
ば
、積
極
的
に
投
入
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。財

源
確
保
の
た
め
、国
の
動
き

を
注
視
し
、民
間
と
の
連
携

に
取
り
組
む
な
ど
、実
現
の

可
能
性
を
探
っ
て
み
た
い
。

　
　
行
政
手
続
き
等
の
デ
ジ

　
　
タ
ル
化
の
考
え
は
。

　
　
住
民
の
利
便
性
の
向
上

　
　

や
行
政
の
効
率
化
、さ

ら
に
感
染
症
の
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
、今
後
も
重
要
に

な
っ
て
く
る
。全
町
を
あ
げ

て
電
子
化
で
き
る
情
報
の
収

集
と
分
析
を
し
っ
か
り
行
い
、

効
果
的
な
行
政
改
革
を
前
提

と
し
な
が
ら
行
政
手
続
き
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て
い

き
た
い
。 

　
　
情
報
機
器
を
持
た
な
い

　
　

高
齢
者
に
対
し
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
貸
与
し
、災
害
時

の
情
報
収
集
や
コ
ロ
ナ
の「
新

し
い
生
活
様
式
」に
対
応
で

き
る
よ
う
に
、体
制
を
整
備

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
国
で
の
実
証
実
験
が
始

　
　
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、

　
　

現
時
点
で
は
、国
な
ど

　
　
の
動
き
を
注
視
し
つ
つ

探
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
は
、本
町
に
と
っ
て
ど
う

い
っ
た
組
織
体
制
が
効
率
的

で
迅
速
に
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
か
検
討
を
加
え
、職
員

力
を
フ
ル
に
発
揮
で
き
る
体

制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

　
　

国
は
、処
分
方
法
を
昨

　
　
年
の
10
月
末
に
決
定
す

る
方
針
だ
っ
た
が
、 

風
評
被

害
の
再
燃
防
止
や
ト
リ
チ
ウ

ム
に
関
す
る
正
確
な
情
報
が

伝
わ
っ
て
こ
な
い
な
ど
、不
透

明
な
こ
と
が
多
す
ぎ
る
こ
と

が
大
き
な
要
因
で
、現
在
ま

で
そ
の
決
定
に
は
至
っ
て
い

な
い
。 

　

こ
の
問
題
は
、影
響
す
る

範
囲
が
あ
ま
り
に
も
広
い
た

め
、町
独
自
と
い
う
よ
り
漁

協
や
漁
業
者
を
は
じ
め
と
し

て
、宮
城
県
や
福
島
県
、岩
手

県
な
ど
関
係
す
る
方
々
と
情

報
を
共
有
し
、連
携
し
て
国

に
対
し
て
実
情
意
見
要
望
を

伝
え一体
と
な
っ
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

　
　
計
画
的
に
取
り
組
む
必

　
　
要
が
あ
る
が
。

　
　

政
策
課
長　
６
つ
の
政

　
　
策
軸
で
掲
げ
て
い
る
も

の
で
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
導
入
等

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。具
体
的
な
こ
と
を
、

次
期
総
合
計
画
で
謳
う
の
か
、

別
の
計
画
で
作
る
の
か
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、現
段
階
で
は
難
し
い

と
考
え
る
。国
の
動
き
な
ど

を
注
視
し
可
能
性
を
探
っ
て

い
き
た
い
。

 

　
デ
ジ
タ
ル
化
の
政
策
を
、

　
　
集
中
的
に
取
り
組
む
た

め
の
組
織
体
制
は
。

問

答 問

答

予
算
が
前
提
と

　
　
　
な
る
こ
と
か
ら
で
き
な
い

町
長

　
　
多
目
的
広
場
の
管
理
や

　
　

利
用
に
関
し
て
、要
綱

等
の
制
定
は
行
う
の
か
。

　
　
町
長　
当
分
の
間
は
町

　
　
の
都
市
公
園
条
例
に
基

づ
き
管
理
し
て
い
く
。要
綱

の
制
定
は
、広
場
の
利
用
状

況
を
見
な
が
ら
、必
要
に
応

じ
て
検
討
し
た
い
。

　
　

除
草
に
関
し
て
、前
回

　
　
は
年
４
回
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
。計
画
が
な
く
て
町

民
に
対
し
約
束
で
き
る
の
か
。

　
　
副
町
長　
芝
が
活
着
す

　
　
る
ま
で
は
年
に
４
回
と

考
え
て
当
初
予
算
を
用
意
し

た
。活
着
し
た
後
は
、１
年
管

理
し
た
上
で
来
年
度
以
降
に

考
え
た
い
。

　
　
多
目
的
広
場
の
利
活
用

　
　

に
関
し
て
、本
町
に
高

齢
者
か
ら
の
意
見
や
要
望
等

は
な
い
の
か
。

　
　
町
長　
２
月
３
日
に
老

　
　
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
や

町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

　

問

会
長
、七
ヶ
浜
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
代
表
者
の
３
名
が
来

庁
し
、要
望
書
を
提
出
さ
れ

た
。内
容
と
し
て
は
、コ
ロ
ナ

禍
で
も
健
康
寿
命
の
増
進
を

図
る
た
め
軽
運
動
の
場
と
し

て
、多
目
的
広
場
の
活
用
や

特
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
利
用
の

要
望
が
あ
っ
た
。

　
　
高
齢
者
の
熱
意
は
す
ご

　
　
い
。必
死
な
思
い
で
提

出
し
た
要
望
書
を
読
ん
で
ど

の
よ
う
に
感
じ
た
の
か
。

　
　

気
持
ち
は
分
か
る
が
、

　
　
他
の
利
用
者
や
子
ど
も

が
利
用
し
て
い
た
場
合
を
考

え
る
と
危
険
で
あ
り
、禁
止

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
も
パ
タ

　
　
ー
の
練
習
程
度
で
あ
れ

ば
多
目
的
広
場
で
の
利
用
を

容
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
多
目
的
広
場
と
同
規
模

　
　
の
県
や
近
隣
市
町
の
公

園
内
広
場
で
は
、利
用
者
へ
の

安
全
配
慮
に
よ
り
、ゴ
ル
フ
や

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
利
用
は
禁

止
さ
れ
て
い
る
。

問

問

　
　

町
内
で
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

　
　
フ
の
推
進
に
町
長
は
反

対
な
の
か
。

　
　
健
康
づ
く
り
を
進
め
る

　
　
中
で
反
対
す
る
も
の
で

は
な
い
。し
か
し
、そ
れ
な
り

の
面
積
や
維
持
管
理
、危
険

行
為
等
々
の
問
題
が
あ
る
た

め
、な
か
な
か
そ
れ
を
容
認

と
は
な
ら
な
い
。

　
　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
家

　
　
は
町
内
の
ど
こ
で
練
習

す
れ
ば
良
い
の
か
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
を
や
ら
れ
る

　
　

方
は
、そ
れ
ぞ
れ
自
分

の
場
所
を
見
つ
け
て
や
ら
れ

て
い
る
。そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て

違
う
と
考
え
る
。

　
　

あ
ん
な
に
広
い
と
こ
ろ

　
　
で
パ
タ
ー
程
度
の
練
習

も
で
き
な
い
の
な
ら
、町
内

で
は
、ど
こ
で
練
習
す
れ
ば

良
い
の
か
。

　
　

気
持
ち
は
分
か
る
が
、

　
　

利
用
者
の
安
全
が
第一

と
考
え
て
い
る
。

　
　
環
境
美
化
に
関
す
る
地

　
　

区
へ
の
補
助
金
の
算
出

根
拠
は
。

　
　
町
長　
１
地
区
当
た
り

　
　
一律
10
万
円
と
、地
区
人

口
に
対
し
、10
円
を
乗
じ
た

額
を
加
え
た
金
額
を
上
限
と

し
て
令
和
３
年
度
の
予
算
に

計
上
し
て
い
る
。

　
　

以
前
は
、御
林
地
区
の

　
　
み
補
助
基
礎
額
が
５
万

円
で
あ
っ
た
。補
助
金
額
の

見
直
し
の
経
緯
は
。

　
　
町
民
生
活
課
長　
以
前

　
　
は
地
区
の
活
動
資
金
が

上
限
額
ま
で
届
い
て
い
な
い

と
い
う
実
態
の
説
明
を
し
た

が
、こ
れ
は
上
限
設
定
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、ど
の
地
区

も
均
等
に
配
す
る
こ
と
が
適

正
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
全
地
区
同
じ
水
準
に
し
た
。

　
　

　
　
環
境
問
題
を
世
界
全
体

　
　
で
考
え
て
い
る
中
で
要

綱
の「
当
該
年
度
の
予
算
の

範
囲
内
」と
い
う
の
を「
毎
年

度
」と
い
う
前
向
き
な
環
境

へ
の
取
り
組
み
に
変
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
副
町
長　
要
綱
は
予
算

　
　
が
前
提
と
な
る
こ
と
か

ら
で
き
な
い
。

問 答 問

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の

　
　
　
　

海
洋
放
出
に
対
し
反
対
す
る
意
思
は

関
係
団
体
と
連
携
し一体
と
な
って
取
り
組
み
た
い

町
長

　
　
東
京
電
力
福
島
原
発
の

　
　
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
処

分
方
法
に
、海
洋
放
出
を
行

う
と
い
う
よ
う
な
議
論
が
国

等
で
さ
れ
て
い
る
。海
洋
放

出
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

れ
ば
、福
島
県
だ
け
で
な
く
、

宮
城
県
、岩
手
県
、三
陸
の
沿

岸
漁
業
全
て
に
計
り
知
れ
な

い
影
響
が
及
ぼ
さ
れ
る
こ
と

は
明
白
で
あ
り
、風
評
被
害

の
み
な
ら
ず
水
産
業
自
体
が

壊
滅
す
る
恐
れ
が
あ
る
。漁

協
自
身
、反
対
運
動
を
全
国

的
に
展
開
し
て
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、漁
民

と
漁
場
を
守
る
た
め
、Ａ
Ｌ
Ｐ

Ｓ
処
理
水
が
海
洋
放
出
さ
れ

な
い
よ
う
に
反
対
の
意
向
を

示
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
う
が
。

問

答

問 答答答

答答

問答問答問答

問答問答

問答 ア   

ル   

プ   

ス

問

答

答 問
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一 般 質 問町の考えを聞く

町長
　
　
松
く
い
虫
被
害
に
よ
り
、

　
　
伐
倒
駆
除
さ
れ
た
伐
倒

木
が
撤
去
さ
れ
ず
、鼻
節
神

社
や
君
ヶ
岡
公
園
、そ
の
他
の

公
共
施
設
で
は
、キ
ャ
ン
プ
場

と
野
球
場
に
山
積
し
て
い
る
。

早
急
に
撤
去
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　
　
町
長　
伐
倒
箇
所
は
町

　
　

内
約
３
４
０
カ
所
で
、

景
勝
地
や
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な

教
育
施
設
等
の
場
所
に
置
い

て
い
る
。君
ヶ
岡
公
園
は
令

和
４
年
度
以
降
に
順
次
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
遅
れ
を
挽

　
　
回
す
る
た
め
に
緊
急
に

ハ
ー
ド
面
が
整
備
さ
れ
ス
タ

ー
ト
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
だ
が
、教
職
員
や
多

く
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
と
な

る
児
童
生
徒
の
負
担
は
ま
す

ま
す
増
え
て
い
く
と
思
わ
れ

る
。教
職
員
の
役
割
は
、い
か

に
児
童
生
徒
の
能
力
を
高
め

る
か
が
課
題
だ
が
、そ
の
ス

キ
ル
と
研
修
の
対
応
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

　
　
教
育
長　
各
学
校
で
毎

　
　
月
１
回
は
必
ず
教
職
員

全
員
を
対
象
と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
校
内
発
表
会
を
開
催
す

る
。ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
活
動

推
進
委
員
会
を
毎
月
１
回
開

催
し
、課
題
や
問
題
点
、重
要

事
項
や
連
絡
事
項
、有
効
な

活
用
方
法
等
の
意
見
交
換
や

情
報
共
有
を
図
る
。推
進
員

の
構
成
は
教
育
長
、教
育
総

務
課
職
員
、町
内
小
中
学
校

か
ら
1
人
ず
つ
選
出
さ
れ
て

い
る
。

　
県
教
育
委
員
会
が
主
催
す

問

松くい虫被害による
　　　　　　　伐倒木の撤去を

優先順位を決めて対応したい

答 問
　
　
令
和
４
年
度
以
降
の
計

　
　
画
は
あ
る
の
か
。

　
　

県
の
補
助
が
な
い
と
で

　
　
き
な
い
事
業
か
。一般
財

源
で
、で
き
な
い
か
。

　
　

全
て
を一
般
財
源
か
ら

　
　

は
で
き
な
い
が
、で
き

る
だ
け
町
で
取
り
組
み
た
い
。

そ
の
際
は
優
先
順
位
を
決
め

て
、ど
れ
く
ら
い
か
け
て
や
る

か
、住
民
の
目
が
触
れ
る
と

こ
ろ
や
観
光
に
必
要
な
と
こ

ろ
を
で
き
る
だ
け
実
施
し
て

行
く
。

問

　
　
県
と
町
は
お
互
い
共
同

　
　
し
、美
化
の
促
進
を
図
っ

て
き
た
。県
や
町
、協
力
団
体

と
の
連
絡
連
携
体
制
は
。

　
　
町
長　
県
が
海
岸
の
管

　
　
理
者
と
な
っ
て
い
る
。ク

ジ
ラ
等
の
大
型
動
物
類
が
海

岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
場
合

な
ど
は
、町
の
対
応
だ
け
で

は
困
難
に
な
る
の
で
、助
言

や
指
導
等
に
お
い
て
情
報
を

共
有
を
し
て
い
る
。

　
協
力
団
体
と
し
て
登
録
し

て
い
る
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
、七
ヶ
浜
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー

タ
ー（
26
団
体
）に
よ
る
海
岸

清
掃
活
動
の
支
援
活
動
に
係

る
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

　
　
平
成
31
年
度
の
漂
着
物

　
　
の
量
は
。

　
　
町
民
生
活
課
長　
約
47

　
　
ト
ン
で
あ
る
。

　
　

令
和
２
年
８
月
か
ら
、

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

ご
み
拾
い
や
漂
着
物
の
回
収

が
始
ま
っ
た
。令
和
３
年
１

月
末
頃
ま
で
漂
着
物
の
大
型

の
流
木
や
漁
具
な
ど
が
山
積

み
さ
れ
て
い
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
が
担
当
課
に
何
度
も

お
願
い
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、

な
ぜ
、す
ぐ
に
撤
去
で
き
な

か
っ
た
の
か
。

　
　
町
長　
仙
台
土
木
事
務

　
　

所
に
連
絡
を
し
、時
間

を
要
し
た
が
片
付
け
た
。

　
集
ま
っ
た
ご
み
は
、迅
速
に

収
集
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

連
絡
体
制
を
整
え
る
。

　
　

問 問

教育改革に伴い
　 外部団体を活用する考えは

現時点でそのような考えはない

　

る
研
修
会
等
に
積
極
的
に
参

加
し
、教
職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

　
　
必
修
化
が
ス
タ
ー
ト
し
、

質
の
高
い
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ

や
魅
力
あ
る
学
習
コ
ン
テ
ン

ツ
を
作
る
必
要
が
あ
る
が
、

今
後
も
現
状
の
教
職
員
の
み

で
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　
基
本
的
に
は
教
職
員
で

　
　

対
応
し
て
い
く
。令
和

２
年
度
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
の
一
環
と
し
て
、町
内

３
小
学
校
の
５・６
年
生
を

対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
室
を
、セ
ガ
サ
ミ
ー
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

か
ら
講
師
を
招
き
、委
託
事

業
と
し
て
実
施
し
た
。今
後

も
教
職
員
の
ニ
ー
ズ
や
必
要

性
に
応
じ
、外
部
委
託
に
よ

る
授
業
な
ど
が
必
要
に
な
る

場
合
は
、可
能
な
限
り
柔
軟

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　

情
報
の
集
約
に
よ
っ
て
、

　
　
児
童
生
徒
の
特
性
が
デ

ー
タ
と
し
て
把
握
で
き
個
性

に
あ
っ
た
細
や
か
な
指
導
が

可
能
に
な
る
が
、こ
の
デ
ー
タ

分
析
も
教
職
員
の
負
担
に
な

っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
か

と
思
う
が
対
策
は
。

　
　
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
が

　
　
ど
の
よ
う
に
把
握
で
き
、

ど
の
よ
う
に
分
析
活
用
で
き

る
の
か
等
、詳
細
に
つ
い
て
は

ま
だ
把
握
で
き
て
い
な
い
。

簡
単
に
分
析
で
き
る
も
の
な

の
か
、す
ぐ
分
析
し
活
用
で

き
る
も
の
な
の
か
な
ど
を一つ

一つ
検
証
し
な
が
ら
、対
応
方

法
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　

機
器
を
壊
し
て
し
ま
っ

　
　

た
場
合
、予
備
が
な
い

と
な
れ
ば
ク
ラ
ウ
ド
に
デ
ー

タ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
て
も
、

修
理
さ
れ
る
ま
で
、他
児
童

生
徒
が
機
器
を
使
っ
て
授
業

を
受
け
て
い
る
間
、ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　
学
校
内
で
融
通
を
し
て

　
　

も
ら
う
。学
校
内
で
無

理
な
場
合
は
第
二
段
階
と
し

て
町
内
の
他
の
小
中
学
校
か

ら一
時
的
に
借
用
す
る
こ
と

が
可
能
か
ど
う
か
な
ど
、検

討
し
対
応
し
て
い
く
。

　
　

児
童
生
徒
は
Ｉ
Ｄ
、パ

　
　

ス
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
ロ

グ
イ
ン
し
自
分
の
デ
ー
タ
に

ア
ク
セ
ス
す
る
よ
う
に
な
る

か
と
思
う
が
、授
業
中
に
終

わ
ら
な
か
っ
た
課
題
等
は
、自

宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
等
の
機
器
で
ロ
グ
イ
ン

し
、作
業
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
か
。

　
　
財
政
課
長　
機
器
に
対

　
　
し
て
リ
モ
ー
ト
管
理
と

な
る
の
で
、他
の
機
器
で
は
ク

ラ
ウ
ド
側
に
ア
ク
セ
ス
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
形
に
な
っ

て
い
る
。今
後
、業
者
に
確
認

し
進
め
て
い
く
。

　
　
教
育
改
革
の
中
で
外
部

　
　
団
体
の
活
用
は
考
え
て

い
る
の
か
。大
学
や
学
習
塾

な
ど
に
協
力
を
仰
ぎ
人
材
や

教
材
、通
信
技
術
の
助
け
を

借
り
る
考
え
は
。

　
　
教
育
長　
外
部
団
体
の

　
　
活
用
ま
で
は
考
え
て
い

な
い
。教
職
員
自
ら
が
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
活
用
能
力
の
向
上
や
指
導

能
力
を
測
る
こ
と
が
、一
番

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

　
　
コ
ン
テ
ン
ツ
を
充
実
さ

　
　

せ
る
た
め
に
、予
算
を

付
け
て
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
こ
と
は
で
き
る
の

か
。も
し
く
は
、さ
い
た
ま
市

の「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
さ

い
た
ま
モ
デ
ル
」の
様
に
、ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
や
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
入
れ
て
い
く
考
え
は

な
い
の
か
。

　
　

ま
ず
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
活

　
　
動
推
進
員
に
対
応
し
て

も
ら
う
。現
段
階
で
は
、ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
設
置
す
る
必
要

は
な
い
と
考
え
る
が
、ニ
ー
ズ

が
高
ま
れ
ば
、そ
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
配
置
し
て
い
く
こ
と

が
現
実
的
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

問

安　倍　敏　彦
  あ    ん    べ　       と  し  ひ  こ

佐　藤　直　美
  さ     と     う　      な    お    み

漂
着
物
の
処
理
は

管
理
者
の
県
と
連
絡
体
制
を
整
え
る

町
長

教育長

問

　
　
副
町
長　
計
画
は
な
い
。

答

答問答

答

答答

問答問

答答

問答問答

問答

※
そ
の
他
に
も
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

野
外
活
動
施
設
の
拡
充
策
、管
理
計
画
に
つ
い
て
」

通れない表参道（鼻節神社）

撤去されない大型漂着物（菖蒲田海水浴場）

ギ
　
　
　
ガ
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一 般 質 問町の考えを聞く

境
山
、遠
山
、亦
楽
、御
林
、汐

見
台
、笹
山
の
14
地
区
の
こ

と
で
あ
る
。

　
　

地
方
自
治
法「
第
１
３

　
　

８
条
の
４
の
第
３
項
」

の
規
定
か
ら
、現
在
も
区
長

に
広
報
誌
等
の
配
布
を
依
頼

し
て
い
る
の
は
問
題
で
は
な

い
か
。

　
　
町
行
政
と
の
関
係
の
在

　
　

り
方
は
何
か
。配
布
も

含
め
検
証
し
た
い
。

　
　
県
が
負
担
し
て
い
る
県

　
　
広
報
配
布
事
務
費
約
38

万
５
千
円（
令
和
３
年
度
予

算
）の
歳
出
先
は
。

　
　

区
長
報
酬
の一
部
に
充

　
　
て
て
い
る
。

　
　
執
行
機
関
の
付
属
機
関

　
　

報
酬
は
、通
例
と
し
て

日
額
が
大
半
で
あ
る
。区
長

報
酬
の
額
で「
年
額
区
長
が

公
掌
す
る
世
帯
数
に
９
０
０

円
を
乗
じ
て
得
た
額
に
25
万

２
千
円
を
加
え
た
額
」と
定

め
て
い
る
が
、「
世
帯
数
に
９

０
０
円
を
乗
じ
て
」を
加
え

た
理
由
は
。

　
　

町
と
の
パ
イ
プ
役
で
、

　
　
区
長
が
対
応
す
る
世
帯

数
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
国
民
健
康
保
険
税
収
入

　
　
が
年
々
減
収
傾
向
に
あ

る
。主
な
要
因
は
。

　
　
町
長　
平
成
30
年
度
に

　
　

税
率
改
正
し
た
。要
因

は
被
保
険
者
世
帯
数
や
被
保

険
者
数
、所
得
額
お
よ
び
法

定
軽
減
者
数
な
ど
に
よ
る
。

　
　
減
免
し
た
場
合
の
年
間

　
　
費
用
額
は
。

　
　
軽
減
措
置
を
勘
案
し
な

　
　
け
れ
ば
、１
１
６
８
万
４

千
円
で
あ
る
。　

問

問

問答

町長

答

検
討
中
で
あ
る

問答

町長

区長に広報誌等の
　　　　　　　 配布依頼は問題では

町行政との関係の在り方や
　　　　  配布も含め検証したい

　
　

地
方
自
治
法「
第
１
３

　
　

８
条
の
４
の
第
３
項
」

の
規
定
に
よ
る
区
長
会
の
設

置
だ
が
、区
長
と
旧
区
長
の

役
割
の
違
い
は
。

　
　

町
長　

違
い
は
な
い
。

　
　

従
前
は「
町
行
政
の
円

滑
な
運
営
を
図
る
た
め
」。新

条
例
は「
町
行
政
に
関
す
る

情
報
の
地
域
住
民
へ
の
周
知

並
び
に
町
行
政
に
関
す
る
住

民
意
見
の
調
査
及
び
調
査
結

果
に
基
づ
く
町
に
対
す
る
助

言
等
を
行
い
、も
っ
て
町
行
政

と
住
民
と
の
協
調
を
図
る
た

め
、地
方
自
治
法
第
１
３
８

条
の
４
第
３
項
の
規
定
に
基

づ
き
」と
し
た
。

　
　
第
２
条
に（
組
織
）が
設

　
　
け
ら
れ
、「
地
域
の
代
表

者
と
し
て
住
民
の
推
薦
を
受

け
て
選
出
さ
れ
た
者
の
う
ち

か
ら
町
長
が
委
嘱
す
る
」と

あ
る
。こ
の「
地
域
」と
は
。

　
　

湊
浜
や
松
ケ
浜
、菖
蒲

　
　
田
浜
、花
渕
浜
、吉
田
浜
、

代
ケ
崎
浜
、東
宮
浜
、要
害
、

答問答

問答

国
保
税
の
18
歳
未
満
の
均
等
割
を
免
除
せ
よ

国
の
制
度
改
革
を
見
定
め
近
隣
の
情
報
収
集
に
努
め
た
い

町
長

被
害
事
業
者
の
事
業
状
況
に
照
ら
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
継
続
地
域
支
援
金
を

国
の
要
件
を
緩
和
し
対
応
し
て
い
る

町
長

　
　
令
和
２
年
５
月
の
議
会

　
　
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、

事
業
継
続
地
域
支
援
金
の
説

明
の
際
、「
昨
年
発
生
し
た
仙

台
港
の
重
油
流
出
事
故
の
影

響
で
、昨
年
同
月
の
売
り
上

げ
が
す
で
に
減
少
し
て
い
る

事
業
者
も
あ
り
、平
年
比
と

い
う
解
釈
を
す
る
よ
う
に
」

と
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
、

「
そ
の
よ
う
な
形
で
対
応
し

た
い
」と
答
弁
し
て
い
る
。そ

の
本
意
と
対
応
は
。

　
　
町
長　
罹
災
し
た
等
で

　
　
前
年
度
の
収
入
が
減
少

し
た
場
合
や
月
当
た
り
の
収

入
の
変
動
が
大
き
い
場
合
な

ど
、単
純
に
比
較
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
事
業
者
も
い
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
た
。本
町

で
は
、国
で
50
％
と
し
て
い
る

要
件
を
20
％
と
緩
和
し
対
応

し
て
い
る
。

　

　
　
仙
台
港
の
重
油
流
出
事

　
　

故
の
影
響
で
、前
年
度

同
月
比
で
は
対
象
に
な
ら
な

い
が
、平
年
比（
２
０
１
９
年

度
以
前
の
複
数
年
の
平
均

額
）で
対
象
と
な
る
事
業
者

を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
　
事
業
者
の
収
入
は
申
請

　
　

さ
れ
て
分
か
る
の
で
、

事
前
に
把
握
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

町長

町
長

問答問

答

問答

　
　

他
市
町
村
で
は
、民
間

　
　
事
業
者
の
力
を
発
揮
で

き
る
こ
と
や
土
地
代
を
10
年

間
無
料
の
条
件
に
す
る
な
ど

し
、誘
致
活
動
に
躍
起
に
な
っ

て
い
る
。一部
の
エ
リ
ア
を
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
に

設
定
し
、事
業
者
を
募
る
考

え
は
な
い
か
。

　
　
町
長　
本
町
の
復
興
ま

　
　
ち
づ
く
り
土
地
利
用
に

関
す
る
基
本
方
針
で
、市
街

化
区
域
で
あ
る
汐
見
台
南
や

東
峠
下
の
周
辺
は
、業
務
系

商
業
用
地
と
し
、市
街
化
調

整
区
域
で
あ
る
長
砂
や
牛
ノ

鼻
木
周
辺
は
、専
用
住
宅
を

建
て
ら
れ
な
い
業
務
系
用
地

と
し
て
位
置
づ
け
し
て
い
る
。

土
地
利
用
基
本
方
針
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て

お
り
、土
地
区
画
整
理
を
し

た
区
画
整
理
業
務
系
と
、移

転
元
地
業
務
系
に
か
か
る
賃

貸
借
の
希
望
が
あ
れ
ば
、随

時
相
談
を
受
け
つ
け
て
い
る
。

ま
た
、民
間
を
主
体
と
し
た

　
問

今後の長須賀周辺事業誘致は

時間をかける必要がある

土
地
の
貸
し
付
け
を
想
定
し

て
い
る
。

　

借
地
料
は
、復
興
ま
ち
づ

く
り
を
加
速
さ
せ
る
観
点
か

ら
、令
和
７
年
度
を
め
ど
に
、

固
定
資
産
税
相
当
額
を
貸
付

料
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。

　
こ
の
エ
リ
ア
は
、菖
蒲
田
海

水
浴
場
の
背
後
地
で
も
あ
り
、

海
水
浴
場
シ
ー
ズ
ン
に
は
、

臨
時
駐
車
場
と
し
て
の
利
活

用
を
考
慮
し
、現
時
点
で
は

積
極
的
な
募
集
は
行
っ
て
い

な
い
。

　
長
須
賀
多
目
的
広
場
の
完

成
を
も
っ
て
、広
場
周
辺
の
人

や
交
通
量
を
検
証
す
る
。花

渕
浜
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

と
の
連
携
を
高
め
、景
観
に

も
配
慮
し
な
が
ら
民
間
の
活

力
を
主
体
と
し
た
、に
ぎ
わ

い
の
あ
る
空
間
づ
く
り
に
向

け
、効
果
的
な
活
用
を
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
企
業
誘
致
を
促
進
さ
せ

　
　

る
た
め
、小
規
模
事
業

主
を
対
象
に
敷
居
を
下
げ
、

す
そ
野
を
広
げ
て
募
集
し
、

銀
行
の
融
資
も
得
や
す
い
制

度
作
り
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　

計
画
の
コ
ン
セ
プ
ト
や

　
　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
し
っ

か
り
し
て
い
る
業
者
の
誘
致

に
は
時
間
を
か
け
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。　　

　
　

シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
く
。当

然
積
極
的
な
策
と
し
て
、関

連
す
る
課
と
連
携
を
取
っ
た

検
討
は
必
要
で
あ
る
。

　
　
集
落
単
位
の
水
害
発
生

　
　
の
分
析
と
、住
民
へ
の
周

知
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

の
か
。

　
　
町
長　
現
時
点
で
は
集

　
　
落
単
位
の
分
析
は
し
て

い
な
い
が
、内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
策
定
に
は
浸
水
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
等
が
必
要
と
考

え
る
。地
域
ご
と
の
分
析
を

行
い
そ
の
結
果
を
も
と
に
住

民
に
周
知
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　

住
民
周
知
は
紙
で
刷
っ

　
　

た一
度
き
り
で
は
な
く
、

水
位
セ
ン
サ
ー
等
を
設
置
し

そ
れ
を
駆
使
し
発
信
す
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

　
　

周
知
は
し
っ
か
り
や
っ

　
　
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。雨
水
対
策
は
明
確
に

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で

検
討
し
て
い
く
。

　
　

問

　
　

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　
　
の
策
定
状
況
は
。

　
　

町
長　

国
は
、内
水
ハ

　
　

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
を

自
治
体
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、早

期
作
成
を
促
さ
れ
て
い
る
自

治
体
は
16
自
治
体
で
、本
年

２
月
末
で
10
自
治
体
は
作
成

済
み
で
あ
る
。本
町
は
、内
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
早
期
作

成
す
る
自
治
体
で
は
な
い
が
、

住
民
の
安
心
安
全
を
守
る
観

点
か
ら
、七
ヶ
浜
町
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
掲
載
す
る
つ
も
り

で
検
討
し
て
い
る
。

　
　
マ
ッ
プ
を
作
る
の
が
目

　
　
的
で
は
な
く
国
土
利
用

計
画
や
防
災
計
画
と
も
合
致

す
る
よ
う
な
も
の
に
し
周
知

方
法
や
対
策
事
業
を
ど
の
よ

う
に
入
れ
て
い
く
か
で
は
な

い
の
か
。ま
た
、積
極
的
な
ま

ち
づ
く
り
も
含
め
て
考
え
る

べ
き
で
は
。

　
　
水
道
事
業
所
長　
治
水

　
　
計
画
を
持
て
る
よ
う
に
、

浸
水
状
況
を
把
握
し
、治
水

管
理
が
で
き
る
シ
ミ
ュ
レ
ー

問答

答

答

問答

問答問答

歌　川　　渡
う  た  が  わ 　　    わ  た  る

渡　邉　　淳
わ  た  な  べ 　　    あ  つ  し
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18歳未満の均等割を全額減免した場合の費用額
令和３年２月末時点

一　般

人数
均等割額(1人当たり)

７割軽減者

５割軽減者

２割軽減者

計

148

77

62

66

353

3,581,600円
24,200円

   559,020円

750,200円

1,277,760円

 6,168,580円

193,360,000円

※歌川わたる議員が答弁の人数にそれぞれの
負担額を乗じて算出した減免費用額。
※国保財調基金（預金）
　  令和４年３月末

こ
う
し
ょ
う

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

　
　
　
　

策
定
と
住
民
周
知
は



一 般 質 問町の考えを聞く

訃　報
　

令
和
３
年
２
月
６
日
、

佐
藤
衞
議
員
が
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
享
年
71
歳
で
し

た
。

　

故
・
佐
藤
衞
氏
は
、
平

成
27
年
９
月
か
ら
２
期
５

か
年
間
在
職
さ
れ
、
こ
の

間
、
七
ヶ
浜
町
議
会
副
議

長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
、

町
民
の
皆
様
の
福
祉
向
上

と
町
政
の
発
展
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
る
功
績
に

対
し
、
敬
意
を
表
し
ま
す

と
共
に
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

　５月に予定しておりました、議会報告・懇談会は、新型コロナ
ウイルス感染拡大防止のため中止とさせていただきます。

昨年秋に開催された議会報告懇談会です

さ
と
う

ま
も
る

　
　

施
政
方
針
の「
逍
遥
の

　
　

み
ち
づ
く
り
」の
具
体

的
な
内
容
は
。

　
　
町
長　
道
を
広
げ
た
り
、

　
　
ハ
ー
ド
面
を
整
備
す
る

も
の
で
は
な
い
。庁
内
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、具
体

的
な
施
策
は
町
民
の
意
見
も

聞
い
て
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
　
ま
ず
は
花
渕
浜
の
観
光

　
　
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら
鼻

節
神
社
や
花
淵
灯
台
を
通
り
、

表
浜
へ
続
く
散
策
コ
ー
ス
を

つ
く
れ
な
い
か
。

　
　
外
国
人
避
暑
地
の
隣
接

　
　
地
は
民
有
地
で
あ
り
保

安
林
で
あ
る
。ま
た
、特
別
名

勝
松
島
の
区
域
内
で
も
あ
る

た
め
木
の
伐
採
も
容
易
で
は

な
い
。

　
町
外
の
方
に
も
散
歩
や
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
の
で
、現
有
の
道

の
散
策
を
考
え
て
、点
在
す

る
公
共
の
駐
車
場
を
起
点
と

し
た
港
や
砂
浜
、神
社
や
灯

台
を
巡
る
推
奨
コ
ー
ス
な
ど

を
設
定
し
て
い
き
た
い
。

　
　
４
月
か
ら
放
送
さ
れ
る

　
　
高
校
の
新
体
操
部
を
テ

ー
マ
と
し
た
ア
ニ
メ「
バ
ク

テ
ン
‼
」に
七
ヶ
浜
政
宗
と

い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
出
る
。

町
の
Ｐ
Ｒ
に
生
か
す
考
え
は

な
い
か
。

　
　
部
員
の
名
字
に
宮
城
県

　
　
や
福
島
県
の
市
町
の
名

前
が
使
わ
れ
て
お
り
、光
栄

な
こ
と
に
当
町
の
名
前
も
付

け
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、当
町

の
風
景
も
使
わ
れ
て
い
る
と

の
情
報
も
あ
り
、関
心
を
寄

せ
て
い
る
。

　

観
光
協
会
の
中
に
ア
ニ
メ

に
詳
し
い
方
が
お
り「
か
ん

な
ぎ
」の
時
に
も
中
心
と
な
っ

て
動
い
て
い
た
だ
い
た
。今
後

の
Ｐ
Ｒ
等
で
話
し
合
い
を
持

ち
た
い
。

　
　
地
場
特
産
品
の
少
な
い

　
　
状
況
を
ど
の
よ
う
に
考

え
対
応
す
る
の
か
。

　
　

活
魚
が
メ
イ
ン
で
、ノ

　
　
リ
や
ワ
カ
メ
以
外
の
加

工
品
が
少
な
い
。漁
協
で
加

工
所
兼
販
売
所
を
造
り
た
い

と
聞
い
て
い
る
。海
産
物
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

　
　
ト
リ
ガ
イ
の
研
究
シ
ス

　
　
テ
ム
構
築
は
万
全
か
。

　
　
海
中
生
育
を
実
施
し
て

　
　

お
り
、本
町
の
海
域
で

も
育
つ
こ
と
が
分
か
っ
た
。

今
期
は
さ
ら
に
追
究
し
事
業

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、出
荷
に
は
数
年
を
要

す
る
。

　

今
後
は
松
ヶ
浜
に
あ
る
県

の
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

種
苗
生
産
施
設
に
委
託
し
、

確
実
に
稚
貝
を
育
成
し
、新

た
な
特
産
品
と
し
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
。

問

　
　

答

問

答

散策コースに灯台を

問答

問

答

ひ 

と 

口 

メ 

モ

　
行
っ
た
り
来
た
り
、ブ
ラ
ブ

ラ
す
る
こ
と
、気
ま
ま
に
歩

き
回
る
こ
と
、散
歩
。

　

精
神
的
に
不
安・不
眠・イ

ラ
イ
ラ
と
い
っ
た
神
経
症
状

な
ど
に
効
果
を
発
揮
す
る
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

逍
遥
と
は

問答

　
　

　
　
子
ど
も
の
海
洋
育
成
と

　
　
地
元
雇
用
の
た
め
に
Ｂ

＆
Ｇ
財
団
等
の
施
設
誘
致
は
。

　
　
海
に
関
心
を
持
ち
親
し

　
　
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

情
報
を
集
め
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　
　
安
心
し
て
は
だ
し
で
歩

　
　
け
る
浜
辺
に
し
た
い
が
、

い
ま
だ
に
漂
着
ご
み
や
廃
棄

ご
み
が
多
い
が
対
策
は
。

　
　
海
岸
管
理
者
で
あ
る
県

　
　

に
も
要
請
し
て
い
る
。

今
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
を
い
た
だ
き
、行
っ
て
い
き

た
い
。

　
　
割
れ
た
貝
殻
等
の
処
理

　
　
に
現
在
の
サ
サ
ラ
式
の

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ナ
ー
で
は
な

く
、す
く
い
上
げ
ふ
る
い
式
の

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ナ
ー
を
購
入

す
る
考
え
は
。

　
　
産
業
課
長　
現
存
の
も

　
　
の
が
ま
だ
使
え
る
の
で
、

更
新
時
期
が
来
た
際
に
ど
の

方
式
の
も
の
が
良
い
の
か
検

討
し
た
い
。

答 問 問答答 問

議会報告・懇談会
開催中止のおしらせ

第
19

回

町長

「逍遥のみちづくり」の内容は

し
ち
が
は
ま

ま
さ
む
ね

町
の
Ｐ
Ｒ
は

町
の
特
産
品
は

子
ど
も
の
海
洋
育
成
は

海
岸
漂
着
物
の
対
策
は

プロジェクトを立ち上げ
　　　　　　町民の声を聞く

しょうよう

遠　藤　喜　二
え     ん    ど    う     　   よ　し　じ
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所
管
事
務
調
査
を「
町
有

地
の
利
活
用
」と
し
ま
し
た
。

　
担
当
課
よ
り
町
有
地
の
図

面
を
提
供
し
て
も
ら
い
、区

域
の
確
認
や
利
用
の
可
能
性

が
あ
る
場
所
等
を
検
討
し
た

結
果
、花
渕
浜
字
山
ノ
神
に

あ
る
町
有
地
を
選
定
し
現
地

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
駐
車
場
と
し
て
利
用
可
能

な
の
か
、ま
た
、表
浜
か
ら

鼻
節
神
社
や
花
淵
灯
台
を
散

策
コ
ー
ス
と
し
て
観
光
地
に

　

で
き
な
い
の
か
も
検
討
し
ま

し
た
。

　
ル
ー
ト
を
整
備
す
る
こ
と

で
、健
康
維
持
を
図
る
た
め

の
散
策
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
利

用
効
果
も
十
分
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　

し
か
し
、今
回
視
察
し
た

町
有
地
を
散
策
路
に
す
る
場

合
、民
地
に
か
か
る
箇
所
が

あ
り
、実
現
す
る
に
は
課
題

も
多
く
残
り
ま
す
。

　

　

　
定
例
会
３
月
会
議
が
終
了

し
検
証
を
行
い
ま
し
た
。注

意
点
を
共
有
し
、今
後
の
議

会
運
営
に
生
か
し
て
い
き
ま

す
。ま
た
、継
続
審
議
事
項
は

を
次
の
８
点
と
し
ま
し
た
。

１
．一般
質
問
の
日
程

２
．政
務
調
査
費
に
つ
い
て

３
．費
用
弁
償
や
議
員
報
酬

４
．予
算
決
算
の
審
議
方
法

５
．議
会
の
Ｉ
Ｔ
化

６
．議
会
の
設
備
に
つ
い
て

７
．付
帯
意
見
に
つ
い
て

８
．予
算
書
お
よ
び
決
算
書
の

様
式
の
統一化
に
つ
い
て　

　

は
な
ぶ
し

は
な
ぶ
ち

町有地の利活用を調査（花淵灯台周辺にて）

野外活動センターの利活用を調査

これも議会の仕事ですこれも議会の仕事です

町
有
地
の

　

利
活
用
に
つ
い
て

総
務
産
業
常
任
委
員
会

総務
産業

ま
し
た
。

　
利
用
者
の
声
を
大
切
に
し
、

こ
れ
か
ら
の
整
備
に
生
か
す

た
め
引
き
続
き
調
査
を
し
て

い
き
ま
す
。　　

　
　

　
所
管
事
務
調
査
は
野
外
活

動
施
設
の
利
用
に
関
す
る
拡

充
策
と
し
ま
し
た
。

　
取
り
上
げ
た
理
由
と
し
て
、

震
災
後
か
な
り
整
備
は
さ
れ

た
も
の
の
未
利
用
地
が
目
立

つ
こ
と
と
、利
用
さ
れ
な
い
施

設
は
整
理
す
る
時
期
に
来
て

い
る
な
ど
の
観
点
か
ら
調
査

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。　

　
１
月
20
日
に
現
地
へ
出
向

き
担
当
課
か
ら
説
明
を
受
け

教育
民生

野
外
活
動
施
設
の

　
　

拡
充
策
に
つ
い
て

教
育
民
生
常
任
委
員
会

議会
運営

議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長　
　
佐
藤
壮
一

　
副
委
員
長　
熊
谷
明
美

　
委
員
長　
　
渡
邉　
淳

　
副
委
員
長　
遠
藤
久
和

構
成
　
委
員
長　
　
渡
邉　
淳

　
副
委
員
長　
安
倍
敏
彦

　
委
員　
　
　
仁
田
秀
和

　
　
　
　
　
　
熊
谷
明
美

　
　
　
　
　
　
佐
藤
梶
信

　
　
　
　
　
　
歌
川　
渡

⑴
予
防
接
種
券
郵
送

　

65
歳
以
上（
昭
和
32
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
）の
該
当
者
に
対
し
予
防

接
種
券
を
郵
送
し
ま
す
。

⑵
予
約
受
付

　

予
防
接
種
券
配
達
後
、接

種
日
と
時
間（
１
時
間
単
位

の
予
定
）を
２
回
分
予
約
し

ま
す
。予
約
方
法
は
、次
の
と

お
り
で
す
。な
お
、予
約
方
法

の
詳
細
は
、４
月
号
の「
広
報

し
ち
が
は
ま
」で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

①
電
話
予
約　

予
約
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
を
設
置

②
窓
口
予
約　
役
場
水
道
事

業
所
に
、窓
口
予
約
の
た
め
の

特
設
会
場
を
設
置

③
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約

※

い
ず
れ
の
場
合
も
、代
理

申
請
が
可
能

⑶
ワ
ク
チ
ン
接
種（
１
回
目
）

　
接
種
会
場
の
七
ヶ
浜
町
武

道
館（
吉
田
浜
字
野
山
５
の

９
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

で
予
約
し
た
日
時
に
お
越
し

い
た
だ
き
、ワ
ク
チ
ン
を
接
種

し
ま
す
。郵
送
さ
れ
た
予
防

接
種
券
を
持
参
し
、職
員
の

指
示
に
従
い
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

⑷
ワ
ク
チ
ン
接
種（
２
回
目
）

　
１
回
目
の
接
種
か
ら
３
〜

４
週
間
の
間
隔
を
空
け
、２

回
目
の
接
種
を
行
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
流
れ
は
１

回
目
と
同
じ
で
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
無
料
で
、

予
約
を
す
れ
ば
確
実
に
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

本
町
で
は
、対
象
見
込
み

数
の
約
６
千
人
弱
の
予
約
受

付
の
混
雑
を
緩
和
す
る
た
め
、

町
内
２
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け

て
予
約
受
付
を
行
い
ま
す
。

該
当
す
る
行
政
区
名

エ
リ
ア
Ａ

　

湊
浜
、松
ヶ
浜
、菖
蒲
田
浜
、

花
渕
浜
、吉
田
浜
、代
ヶ
崎
浜
、

東
宮
浜
、要
害
、亦
楽
、御
林
、

笹
山

エ
リ
ア
Ｂ

　

境
山
、遠
山
、汐
見
台
、汐

見
台
南

ｺﾛﾅ
 対策

　
当
委
員
会
で
は
、
昨
年
１

月
よ
り
導
入
し
た
通
年
議
会

制
の
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

各
委
員
か
ら
の
意
見
の
一
部

を
要
約
し
、
以
下
に
掲
載
い

た
し
ま
す
。

・
委
員
会
の
所
管
事
項
が
複

数
件
調
査
で
き
る
こ
と
に
な

り
委
員
会
活
動
が
充
実
し
て

き
て
い
る
。

・
災
害
時
な
ど
緊
急
な
案
件

に
議
会
と
し
て
即
時
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
専
決
処
分
の
減
少
。

・
諸
般
の
状
況
に
よ
る
本
会

議
再
開
に
自
由
度
が
あ
り
対

応
し
や
す
い
。

・
以
前
は
年
４
回
の
定
例
会

開
催
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以

外
の
開
催
月
の
住
民
周
知
や

報
告
が
十
分
で
は
な
い
の
で

見
直
す
べ
き
。

・
専
決
処
分
の
あ
り
方
の
検

証
を
す
る
べ
き
。

・
議
員
必
携
や
慣
例
に
縛
ら

れ
る
面
が
あ
り
柔
軟
性
を
持

つ
必
要
が
あ
る
。

・
導
入
し
て
間
も
な
い
た
め

現
状
維
持
で
い
い
。

・
導
入
前
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず

利
点
は
な
い
。

　
引
き
続
き
、
各
委
員
か
ら

の
意
見
を
基
に
議
会
活
性
化

が
図
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

通
年
議
会
制
導
入
に
伴
う

　
　
　
　
　

効
果
の
検
証
に
つ
い
て

議会
活性

議
会
活
性
化

　
　

検
討
特
別
委
員
会

構
成
　
委
員
長　
　
仁
田
秀
和

　
副
委
員
長　
安
倍
敏
彦

　
委
員　
議
長
を
除
く
全
議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　

感
染
症
対
策
特
別
委
員
会

構
成
　
委
員
長　
　
安
倍
敏
彦

　
副
委
員
長　
仁
田
秀
和

　
委
員　
議
長
を
除
く
全
議
員

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
流
れ

エ
リ
ア
分
け
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編
集
後
記

◆今
年
の
小
学
校
の
新
入
生
が

１
１
６
人
、中
学
生
が
１
６
８

人
。皆
さ
ん
入
学
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
３
月
第一日
曜
日
に
縁
日
が

行
わ
れ
た
東
宮
浜
の
笠
岩
権

現
堂
は
、江
戸
時
代
に
疫
病

が
流
行
し
た
際
に
そ
れ
を
沈

め
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
始
ま
り
ま
す
が
、１

日
も
早
い
疫
病
退
散
を
願
い

た
い
も
の
で
す
。

◆
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
読
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め

て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
佐
藤　
壮 

一

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

委  

員  

長　
遠
藤　
久
和

　
副
委
員
長　
佐
藤　
壮 

一

　
広
報
分
科
会　
佐
藤　
直
美

　
　
　
　
　
　
小
林　
倫
明

　
　
　
　
　
　
仁
田　
秀
和

　
　
　
　
　
　
木
村　
　
稔

　
　
　
　
　
　
熊
谷　
明
美

発
行
責
任
者

　
議　
　
長　
岡
﨑　
正
憲

活動してきた中で良かったことは？

入団はいつ、どんなキッカケ？

これからの目標や夢は？

　結成20年を迎えたＧｒｏｏｖｅ７
をご紹介します。
　町内に住む中学生以上のメンバー
で、ジャンベやマリンバなど約20種類
の楽器を使い、音楽表現をしています。

－次の６月会議は６月２日開会予定です－

詳しくは議会事務局まで　℡357-7435
または、町ホームページ「町民便利帳」を
ご覧ください。
 http://www.shichigahama.com

今回
の表
紙

グルーヴセブン

㉘

いわもと     らな
岩本蘭奈さん(境山)青木美月さん(亦楽)

あおき    みづき いわもと     るい
岩本瑠衣さん(境山)

☆議会を傍聴してみませんか☆

美月さん　震災の年で10年前、小学５年生の時でした。当時、練習
　　　　　場所の国際村は避難所になりました。
蘭奈さん　ジャンベ奏者、越智先生の小学校訪問で、初めてジャン
　　　　　ベを知り興味を持ったことがキッカケです。

瑠衣さん　震災後、神戸で世界的サックス奏者渡辺貞夫さんとコラ
　　　　　ボできたことです。

美月さん　８月に開催されるコンサートを、なんとしても成功させた
　　　　　いです。昨年は、コロナで開催できなかった分、
　　　　　今年は、より良いものにしたいです。
蘭奈さん　Ｇｒｏｏｖｅ７を多くの人に知ってもらいたいです。
　　　　　日本中・世界中に発信していきたいです。
瑠衣さん　まだまだジャンベなどの楽器は知られておらず、演奏を
　　　　　通して知ってもらいたい。
　　　　　音楽で多くの人たちを笑顔にしたいです。

わたなべさだお

おち

　　　大木囲貝塚では、今年も満開の桜を観るために
　　　多くの方が足を運んでいました。

●
発
行
／
宮
城
県
七
ヶ
浜
町
議
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〒
9
8
5
-8
5
7
7
 宮
城
県
七
ヶ
浜
町
東
宮
浜
字
丑
谷
辺
５
－
１

●
編
集
／
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
T
E
L
 0
2
2
-3
5
7
-7
4
3
5
　
F
A
X
 0
2
2
-3
5
7
-5
7
4
4

し
ち
が
は
ま

議
会
だ
よ
り
No.147

Ｇｒｏｏｖｅ7

          ♫
音楽でみんなを笑顔に♬

<３つの中から選んでね>

ク イ ズ ？

問１　令和３年度の一般会計予算は。
　　①　５５億円
　　②　６５億円
　　③　８０億円

問２　七ヶ浜アロープログラムで活用する
スポーツは。
　　①　ダーツ
　　②　アーチェリー
　　③　弓道

問３　新型コロナウイルスワクチンの接種
会場は。
　　①　武道館
　　②　国際村
　　③　アクアリーナ

応募方法：

あ  て  先：

締  切  り：
前号の答え：問1　③　問2　③　問3　①
当　選　者：伊藤妃奈さん、遠藤澄子さん
　　　　　　星さつよさん

　はがきにクイズの答え、氏名、住所、
年齢、議会へのご意見を書いてお送り
ください。（メール可）
　正解者の中から抽選で３人の方に図
書券を進呈します。
〒985-8577
七ヶ浜町東宮浜字丑谷辺５－１
　七ヶ浜町議会事務局　議会だより係
Ｅメール gikai@shichigahama.com
令和３年５月２５日（当日消印有効）
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